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質問: 1
サービスエージェントは、旅行情報を格納するカスタムオブジェクトを確認しています。

最近、気象警報を受け取ったため、この旅程に関連する顧客のフライトをキャンセルする必

要があります。サービスエージェントは、顧客のフライトのキャンセルと再予約に関する

ナレッジ記事を確認する必要があります。

エージェントがこれを実現できるように支援する Einstein Copilotの機能はどれですか?
A.利用可能なアクションに基づいてタスクを実行し、アクセス可能なナレッジ記事の情報
を使用して質問に答えます。

B.外部データへの呼び出しを行ってナレッジ記事を作成するフローを呼び出します。
C.エージェントが入力したプロンプトに基づいてナレッジ記事を生成し、フライトをキャ
ンセルするための手順を作成します。

正解: (正解を表示します)
このシナリオにおいて、エージェントにとって最も役立つEinstein Copilotの機能は、利用可
能なアクションに基づいてタスクを実行し、ナレッジ記事のデータを使用して質問に答え

る機能です。Einstein Copilotは、フライトのキャンセルと再予約に関する関連ナレッジ記事
を提供することでサービスエージェントを支援し、エージェントがワークフロー内で適切

な手順に直接アクセスできるようにします。

この機能は、エージェントの既存のコンテキスト (旅行日程)を活用し、関連するナレッジ
記事から実用的な洞察や次のステップを提供することで、エージェントが顧客のニーズを

迅速に解決できるようにします。

他のオプションは間違っています:
Bは、既存のナレッジ記事を取得するタスクとは無関係な、ナレッジ記事を作成するための
フローの呼び出しを指します。

Cはナレッジ記事の生成に重点を置いていますが、エージェントが既存の手順に関するガ
イダンスを必要とするこの状況では、これは直ちに必要なことではありません。

参照：

Einstein Copilotに関する Salesforceドキュメント
Einstein for Serviceの Trailheadモジュール
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質問: 2
Universal Containersは、Call Explorerを使用して、営業チームが記録した会議から迅速に
洞察を得ることに関心を持っています。

この機能を有効にする前に AIスペシャリストが知っておくべきことは何ですか?
A. Call Explorerは Salesforce Knowledgeとは独立して動作し、事前の設定は必要ありま
せん。

B.構成する前に、カスタムコールエクスプローラーアクションを構築する必要がありま
す。

C.通話エクスプローラーでは、Einstein会話インサイト権限セットを有効にする必要があ
ります。

正解: (正解を表示します)
通話エクスプローラーを有効にする前に、Salesforce AIスペシャリストは、Einstein
Conversation Insights権限セットがユーザーに割り当てられていることを確認する必要が
あります（オプションC）。通話エクスプローラーは、Einstein Conversation Insights（ECI）の
機能で、会議の録画を分析して傾向、キーワード、実用的なインサイトを明らかにします。

重要な考慮事項:
*権限セットの要件:
*ユーザー（管理者を含む）が通話エクスプローラーにアクセスして使用するには、Einstein
会話インサイトの権限セットが必要です。この権限がない場合、この機能は利用できませ

ん。

*権限セットは、通話の文字起こし、分析、ダッシュボードの表示などの ECIツールへのア
クセスを許可します。

*他の選択肢が間違っている理由:
* A. Salesforce Knowledgeからの独立性：Call ExplorerはSalesforce Knowledgeに依存しま
せんが、これはセットアップの前提条件とは無関係です。重要な依存関係は権限セットで

あり、Knowledgeの設定ではありません。
* B.カスタムアクション：Call Explorerでは、設定前にカスタムアクションを作成する必要
はありません。権限とデータソース（例：通話録音）を設定するだけですぐに使える、あらか

じめ構築された分析ツールです。

参考文献:
* Salesforce Einstein Conversation Insightsガイド: Call Explorerにアクセスするに
は、Einstein Conversation Insights権限セットが必要であることが明示的に記載されてい
ます。

* Trailheadモジュール:「Einstein Conversation Insightsの基礎」では、通話分析を有効にす

るための権限の前提条件について説明します。

* Salesforceヘルプドキュメント:コールエクスプローラー機能が ECI権限によって管理
されていることを確認します。

質問: 3
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営業マネージャーは、日々の業務を効率化するためにエージェントアシスタントを使用し

ています。エージェントに、現在開いている商談のリストを見せてほしいと依頼しました。

Agentforceの大規模言語モデル (LLM)は、営業マネージャーにオープンな商談のリストを
表示するアクションをどのように識別して実行するのでしょうか?
A. LLMはユーザーのリクエストを解釈し、apcMopneteのトピックとアクションを識別し
てプランを生成し、アクションを実行してオープンな機会を取得して表示します。

B. LLMは静的なルールセットを使用して、ユーザーの要求を事前定義されたトピックおよ
びアクションと一致させ、動的な解釈と計画の必要性を回避します。

C.ダイアログパターンを使用します。LLMは、ユーザークエリを利用可能なトピック、ア
クション、および手順に一致させ、開いている機会の一覧を取得するなど、各アクションの

手順を実行します。

正解: (正解を表示します)
AgentforceのLLMは、自然言語リクエスト（例：「オープンな商談を表示」）を動的に解釈し、
プランナーサービスを使用して実行計画を生成し、アクション（例：Salesforceレコードの
クエリ）を介してデータを取得します。これは、コンテキストへの適応性に欠ける静的ルー

ル（B）や固定的なダイアログパターン（C）とは対照的です。Salesforceのドキュメントで
は、セキュリティとビジネスロジックを遵守しながら、インテントを実行可能なステップ

に変換するプランナーの役割について詳しく説明されています。

質問: 4
AIスペシャリストは、外部サービス呼び出し (REST APIコールアウト)の応答からのデー
タをプロンプトテンプレートに含めることを望んでいます。

AIスペシャリストはこの要件をどのように満たすべきでしょうか?
A. JSONを XMLマージフィールドに変換します。
B.外部サービスレコードのマージフィールドを使用します。
C.「プロンプト指示の追加」フロー要素を使用します。
正解: B (コメントを発表する)
AIスペシャリストは、外部サービス呼び出し（REST APIコールアウト）のレスポンスデータ
をプロンプトテンプレートに取り込みたいと考えています。目標は、外部APIから取得した
動的データをAI生成コンテンツに組み込むことです。
解決：

*外部サービスレコードの差し込みフィールドを使用する
*外部サービス統合:
*定義: Salesforceの外部サービスを使用すると、カスタムコードなしで外部 REST API
を Salesforceに統合できます。
*登録:外部サービスは、APIのスキーマとメソッドを定義して Salesforceに登録する必要
があります。

*外部サービスレコードのマージフィールド:
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*目的:マージフィールドを使用して、外部サービス応答からのデータをプロンプトテン
プレートに直接含めることができるようにします。

*機能性:
*動的データインクルード:プロンプトテンプレートが REST APIコールアウトから返さ
れたデータにアクセスして使用できるようにします。

*マージフィールド構文:プロンプトテンプレートでマージフィールドを使用して、API
応答から特定のデータポイントを参照します。

実装手順:
*外部サービスを登録します:
*外部サービスを使用して、REST APIを Salesforceに登録します。
*メソッドやデータ構造を含む APIのスキーマを定義します。
*名前付き認証情報を作成します。
*外部 APIの認証とエンドポイントの詳細を構成します。
*フロー内で外部サービスを使用する:
*外部サービスを呼び出して応答をキャプチャするフローを構築します。
*フローがプロンプトテンプレートで使用するために必要なデータを出力することを確認
します。

*プロンプトテンプレートを設定します。
*プロンプトテンプレートの外部サービスレコード差し込みフィールドを使用して、フ
ローの出力からデータを参照します。

*構文例: {{flowOutputVariable.fieldName}}
他の選択肢があまり適していない理由:
*オプション A (JSONを XMLマージフィールドに変換する):
*無関係: JSONを XMLマージフィールドに変換することは不要であり、プロセスが複雑
になります。

*サポートされていない方法: Salesforceプロンプトテンプレートは、JSON変換からの
XMLマージフィールドの直接の組み込みをサポートしていません。
*オプション C (「プロンプト指示の追加」フロー要素を使用する):

*プロンプト指示を追加する目的:
*フロー内のプロンプトに指示を追加できますが、外部データを含めることはできません。
*制限:プロンプトテンプレートに外部サービス応答を組み込むのに直接役立ちません。
参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント -プロンプトテンプレートと外部サービスの
統合:
*プロンプトテンプレートで外部サービスとマージフィールドを使用する方法について説
明します。

* Salesforceヘルプ -外部データでのマージフィールドの使用:
*マージフィールドを使用してテンプレートで外部データを参照するためのガイダンスを
提供します。

* Salesforce Trailhead -外部サービスとフロー:



*外部サービスとフローを使用した外部 APIの統合に関する実践的な理解を提供します。
結論：

外部サービスレコードのマージフィールドを使用することで、AIスペシャリストは外部
REST API応答からのデータをプロンプトテンプレートに効果的に組み込むことがで
き、AIによって生成されたコンテンツが最新かつ関連性の高い外部データで強化されるこ
とが保証されます。

質問: 5
Einstein Copilotアクションの実行における大規模言語モデル (LLM)の役割は何ですか?
A.類似のリクエストを検索し、実行する必要があるアクションを提供します
B.最も一致するアクションと正しい実行順序を特定する
C.ユーザーのアクセスを決定し、実行するアクションを優先度順に並べ替えます
正解: B (コメントを発表する)
Einstein Copilotにおける大規模言語モデル（LLM）の役割は、ユーザー入力を分析し、実行
すべき最適なアクションを特定することです。LLMは自然言語理解を用いてユーザーのリ
クエストを分解し、実行すべきアクションの正しい順序を決定します。

これにより、LLMは実行されるタスクとアクションがコンテキストに適切であり、適切な順
序で実行されることを保証します。このプロセスにより、ユーザーのリクエストを事前定

義されたSalesforceアクションまたはフローにマッチングさせることで、シームレスでAI
を活用したエクスペリエンスがユーザーに提供されます。

その他のオプションは、次の理由により正しくありません。

Aは同様のリクエストを見つけることについて言及していますが、この文脈ではそれは
LLMの主な役割ではありません。
Cは、アクセスと優先度による並べ替えに重点を置いていますが、これは LLMよりもセ
キュリティモデルとガバナンスによって処理されます。

参照：

Salesforce Einsteinの Einstein Copilotアクションに関するドキュメント
大規模言語モデルに関する Salesforce AIドキュメント

質問: 6
サービスエージェントは、旅行情報を格納するカスタムオブジェクトを確認しています。

最近、気象警報を受け取ったため、この旅程に関連する顧客のフライトをキャンセルする必

要があります。サービスエージェントは、顧客のフライトのキャンセルと再予約に関する

ナレッジ記事を確認する必要があります。

エージェントがこれを実現できるように支援する Einstein Copilotの機能はどれですか?
A.利用可能なアクションに基づいてタスクを実行し、アクセス可能なナレッジ記事の情報
を使用して質問に答えます。

B.外部データへの呼び出しを行ってナレッジ記事を作成するフローを呼び出します。
C.エージェントが入力したプロンプトに基づいてナレッジ記事を生成し、フライトをキャ
ンセルするための手順を作成します。
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正解: (正解を表示します)
このシナリオにおいて、エージェントにとって最も役立つEinstein Copilotの機能は、利用可
能なアクションに基づいてタスクを実行し、ナレッジ記事のデータを使用して質問に答え

る機能です。Einstein Copilotは、フライトのキャンセルと再予約に関する関連ナレッジ記事
を提供することでサービスエージェントを支援し、エージェントがワークフロー内で適切

な手順に直接アクセスできるようにします。

この機能は、エージェントの既存のコンテキスト (旅行日程)を活用し、関連するナレッジ
記事から実用的な洞察や次のステップを提供することで、エージェントが顧客のニーズを

迅速に解決できるようにします。

他のオプションは間違っています:
*既存のナレッジ記事を取得するタスクとは無関係な、ナレッジ記事を作成するためのフ
ローの呼び出しを指します。

*ナレッジ記事の生成に重点を置いていますが、エージェントが既存の手順に関するガイ
ダンスを必要とするこの状況では、これは直ちに必要なことではありません。

参考文献:
* Einstein Copilotに関する Salesforceドキュメント
* Trailheadモジュール on Einstein for Service

質問: 7
Universal Containers (UC)では、顧客チャットへの返信におけるエージェントの生産性を
向上させる必要があります。

どの生成 AI機能が UCがこの課題に対処するのに役立つでしょうか?
A.ケースサマリー
B.サービス応答
C.ケースのエスカレーション
正解: B (コメントを発表する)
*サービス返信：この生成AI機能は、カスタマーサービスエージェント向けに、正確で文脈
に沿った効率的な返信を自動化・支援します。過去のやり取り、ケースデータ、会話の文脈に

基づいて返信案を作成し、生産性の向上と応答時間の短縮を実現します。

*ケース概要:ケース情報を要約しますが、顧客チャットへの返信に直接役立つものではあ
りません。

*ケースのエスカレーション:ケースを上位レベルのサポートチームに移動することを指
しますが、チャット応答の生産性を向上させる必要性には対応していません。

したがって、サービス返信は、チャットへの返信におけるエージェントの効率性の向上に

直接つながるため、この要件に最適な機能です。

質問: 8
ユニバーサルコンテナーズは、大規模言語モデル（LLM）のプロンプトに現在の注文履行状
況を組み込むことを検討しています。注文状況は外部のエンタープライズリソースプラン

ニング（ERP）システムに保存されています。
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AIスペシャリストはどのデータグラウンディング手法を推奨すべきでしょうか?
A.永続オブジェクトレコードのマージフィールド
B.外部サービス差し込みフィールド
C. Apexマージフィールド
正解: (正解を表示します)
*要件のコンテキスト:Universal Containersは、外部 ERPシステムから LLMプロンプト
にリアルタイムの注文ステータスデータを取得したいと考えています。

* LLMプロンプトにおけるデータグラウンディング：データグラウンディングにより、大規
模言語モデルが最新かつ関連性の高い情報にアクセスできるようになります。Salesforce
では、データがSalesforce外部にある場合、外部オブジェクト（Salesforce Connect経由）を
使用することをお勧めします。

*外部オブジェクトレコードのマージフィールドを使用する理由:
*外部オブジェクトは標準オブジェクトやカスタムオブジェクトとよく似ていますが、外
部システムのテーブルにマップされます。

*マージフィールドでこれらの外部オブジェクトのフィールドを参照できるた
め、Salesforceにネイティブにデータを保存せずに、外部 ERPシステムからリアルタイム
にデータを取得できます。

*これは、カスタム Apexをコーディングしたり、プロンプトを直接埋め込むために外部
サービスを構成する場合と比較して、より単純な「ポイントアンドリファレンス」アプロー

チです。

*外部サービス結合フィールドまたはApex結合フィールドを使用しない理由:
*外部サービス差し込みフィールドは、通常、フローまたは外部サービス定義を活用しま
す。実現可能ではありますが、自動化のために外部サービス（例：フロー）をオーケストレー

ションまたは呼び出すことが主な目的です。

これは、プロンプトマージで外部レコードデータをシームレスに参照するための標準的な

方法ではありません。

* Apex差し込み項目は、プロンプトの挿入を制御するカスタム Apexコードを必要としま
す。これは可能ではありますが、「コードではなくクリック」という点で使い勝手が悪く、一

般的なレコードデータを参照するためのデフォルトの方法ではありません。

*参考文献と学習リソース:
* Salesforceヘルプ &トレーニング#Salesforce Connectと外部オブジェクト
* Salesforce Trailhead#「Salesforce Connectを使用した外部データの統合」
* Salesforce AIスペシャリスト学習リソース（外部オブジェクトを使用して LLMプロンプ
トをグラウンディングする方法に関するドキュメント）

質問: 9
Universal Containersは、Einstein Studioの AIを活用した予測を使用してデータを分析す
ることで、販売業務の効率を向上することに関心を持っています。

このシナリオに適したユースケースはどれですか?
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A.プロモーションメッセージに対する顧客の感情を予測します。
B.アカウントの顧客生涯価値を予測します。
C.新製品カタログから最も人気のある製品を予測します。
正解: (正解を表示します)
営業業務の効率化を図るには、Einstein Studioが最適なソリューションです。データに基づ
いて成果を予測できる AI搭載モデルの作成に最適です。最も価値の高いユースケースの一
つは顧客生涯価値（CLV）の予測です。これにより、営業チームは高価値顧客に集中し、より
情報に基づいた意思決定を行うことができます。顧客生涯価値（CLV）の予測は、顧客維持、
クロスセル、長期エンゲージメントに関する戦略の最適化に役立ちます。

*オプション Bは、顧客生涯価値の予測が販売における AIの確立された使用例であるた
め、正解です。

*オプション A (顧客の感情)は通常 NLPモデルを通じて処理されますが、オプション C
(製品の人気)はマーケティング分析のユースケースになります。
参考文献:
* Salesforce Einstein Studioユースケースの概要:https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf。
アインシュタインスタジオ概要

質問: 10
Universal Containers (UC)は、競合他社、製品、その他のカスタムフレーズに関する言及
を、通話後に営業チームが自動的に確認できるようにしたいと考えています。

UCの営業チームを有効にするために、AIスペシャリストはどの機能を設定する必要があ
りますか?
A.通話要約
B.エクスプローラーを呼び出す
C.コールインサイト
正解: (正解を表示します)
ユニバーサルコンテナ社の営業チームが通話後に競合他社、製品、カスタムフレーズに関

する言及を自動的に把握できるようにするため、AIスペシャリストはコールインサイトを
設定する必要があります。コールインサイトは、音声通話とビデオ通話でキーフレーズ、ト

ピック、言及を分析し、会話の重要な側面に関するインサイトを提供します。この機能は、

競合他社に関する言及、製品に関する議論、営業チームが指定したカスタムフレーズなど、

重要な詳細情報を自動的に表示します。

*通話概要では通話の概要が提供されますが、キーワードやトピックは特に強調表示され
ません。

*通話エクスプローラーは通話データをナビゲートするためのツールですが、自動分析に
は重点を置いていません。

通話内容の分析と実用的な情報の抽出に関する詳細については、Salesforceの Call
Insightsドキュメントを参照してください。

https://www.jpnshiken.com/q/66983-6188086/
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質問: 11
Northern Trail OutfittersのAIスペシャリストは、設定内の「データマスキングの設定」メ

ニューで組織のデータマスキング設定を確認しました。すべてのフィールドを評価した結

果、いくつかの追加フィールドが機密情報と判断され、EinsteinのTrust Layer内でマスキン
グされました。

マスクされたフィールドを変更する場合、AIスペシャリストはどのような手順を実行する
必要がありますか?
A. Einstein Trust Layerをオフにして、再度オンにします。
B.データとマスクされたデータを利用するプロンプトから生成された応答が、生成された
応答の品質に悪影響を及ぼさないことをテストして確認します。

C. Einsteinフィードバックをオンにして、AI機能に悪影響があるかどうかをエンドユー
ザーが報告できるようにします。

正解: (正解を表示します)
EinsteinのTrust Layerでマスクされたフィールドを修正した後、次の重要なステップは、新
たにマスクされたデータを使用してプロンプトによって生成された応答が依然として品質

基準を満たしているかどうかをテストし、確認することです。これにより、機密情報のマス

クがAI生成コンテンツの有用性や正確性に悪影響を与えないことが保証されます。徹底的
なテストを行うことで、マスクによってプロンプトのパフォーマンスに生じる可能性のあ

る問題を特定し、必要に応じて調整を行うことができます。

*オプション Bは正解です。AIの応答に対するマスキングの効果をテストすることは、AI
が期待どおりに機能し続けることを保証するための重要なステップです。

*マスクされたフィールドを変更した後は、オプション A (Einstein Trust Layerのオン/オ
フ)は不要です。
*オプション C (Einsteinフィードバックをオンにする)ではユーザーフィードバックが可
能になりますが、フィールドマスキングの変更に続く直接的なステップではありません。

参考文献:
* Salesforce Einstein Trust Layerの概要:https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf。
アインシュタイン信頼レイヤー.htm

質問: 12
セキュアデータ取得では、承認されたユーザーのみが動的グラウンディングに必要な

Salesforceデータにアクセスできることをどのように保証しますか?
A.「実行」ユーザー権限に基づいて Salesforceデータを取得します。
B.プロンプトを実行するユーザーの権限に基づいて Salesforceデータを取得します。
C.プロンプトテンプレートのオブジェクト権限に基づいて Salesforceデータを取得しま
す。

正解: (正解を表示します)
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セキュアデータ取得は、プロンプトを実行するユーザーの権限に基づいてデータアクセス

を動的にグラウンディングすることで、Salesforceのセキュリティモデルを強化します。こ
れにより、CRUD（作成、読み取り、更新、削除）およびFLS（項目レベルセキュリティ）設定
への準拠が確保され、機密データへの不正アクセスを防止します。例えば、ユーザーが特定

のオブジェクトまたは項目にアクセスできない場合、AIモデルは動的グラウンディングの
ためにそのオブジェクトまたは項目を取得できません。

*「実行」ユーザー権限 (A)は、ユーザー固有のセキュリティをバイパスし、コンプライアン

ス上のリスクをもたらします。

*プロンプトテンプレートの権限 (C)は Salesforceのセキュリティメカニズムではありま
せん。アクセスは常にユーザーのプロファイルと共有設定に関連付けられています。

質問: 13
Universal Containers（UC）は、Einstein Generative AIを活用してアカウントサマリーを生
成しています。UCは、Einstein Trust Layerの毒性スコアリングを用いてコンテンツの安全
性レベルを評価することで、コンテンツの安全性と包括性を確保することを目指していま

す。

アインシュタイン生成毒性スコアにおける安全カテゴリースコア 1は何を示しています
か?
A.安全
B.中程度に安全
C.安全ではありません
正解: A (コメントを発表する)
Einstein Trust Layerでは、AIによって生成されたコンテンツの安全性を評価するために毒
性スコアリングシステムが用いられており、特に、コンテンツが有害ではなく、包括的であ

り、ビジネスコンテキストに適切であることを確認するために用いられています。毒性ス

コアが1の場合、コンテンツは安全であると判断されます。
スコアリングシステムは0（安全でない）から1（安全）までの範囲で評価され、中間値は安全
性の度合いを示します。この場合、スコア1は生成されたコンテンツが完全に安全であ
り、Einstein Trust Layerによって設定された信頼性とコンプライアンスのガイドラインを
満たしていることを意味します。

さらに詳しい情報については、AI生成コンテンツの毒性スコアリングに関する Salesforce
の公式 Einstein Trust Layerドキュメントを参照してください。

質問: 14
Universal Containers（UC）は標準のService AI Groundingを使用しています。UC
は、Service AI Groundingで使用するためのカスタムリッチテキストフィールドを作成しま
した。

標準サービス AIグラウンディングを使用する場合、UCが考慮すべきことは何ですか?

https://www.jpnshiken.com/q/66983-6188090/


A.サービス AIグラウンディングは、ケースオブジェクトとナレッジオブジェクトでのみ
機能します。

B.サービス AIグラウンディングは、文字列およびテキスト領域タイプのフィールドのみ
をサポートします。

C.サービス AI接地可視性はシステムモードで機能します。
正解: (正解を表示します)
Service AI Groundingは、Salesforceオブジェクトからデータを取得し、AIが生成したレス
ポンスをグラウンディングします。重要な考慮事項：

*フィールドタイプ:標準サービスの AI Groundingは、文字列フィールドとテキストエリ
アフィールドをサポートしています。カスタムリッチテキストフィールド（例:
RichTextArea）はサポートされていないため、オプション Bが正解です。
*オブジェクト: Service AI Groundingでは主にケースオブジェクトとナレッジオブジェ
クト (オプション A)が使用されますが、ここでの制限はオブジェクトではなくフィールド
タイプです。

*可視性:サービス AI Groundingは、上書きされない限り、ユーザーの権限と共有設定を尊
重します (オプション Cは誤りです)。
参考文献:
* Salesforceヘルプ:サービス AIの基盤要件
*「テキスト領域と文字列フィールド」のみのサポートを明示的に示します。

質問: 15
Universal Containersは、顧客サービス業務を強化するために、カスタムコパイロットア
クションを実装しています。開発チームは、適切な構成と機能を確保するために、カスタム

コパイロットアクションのコアコンポーネントを理解する必要があります。

カスタムコパイロットアクションのコアコンポーネントの 1つを識別するために、開発
チームはカスタムコパイロットアクション構成で何を確認する必要がありますか?
A.指示
B.出力タイプ
C.アクショントリガー
正解: (正解を表示します)
ユニバーサルコンテナーズは、カスタムコパイロットアクションを活用してカスタマー

サービス業務を強化しています。開発チームは、カスタムコパイロットアクションの適切

な設定と機能を実現するために、そのコアコンポーネントを理解する必要があります。そ

のコアコンポーネントの一つが出力タイプです。

*カスタムコパイロットアクションのコアコンポーネント:
*説明書：
*アクションが達成すべき内容を定義します。
* AIアシスタントにアクションの実行方法をガイドします。
*入力パラメータ:
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*アクションがタスクを実行するために必要なデータ入力。
*ユーザーまたはシステムが提供する必要のあるパラメータを指定します。
*出力タイプ:
*定義:アクション実行後に出力されるデータの種類を指定します。
*重要度: Copilotおよびその他のコンポーネントがアクションの結果の形式と構造を理解
していることを確認します。

*例:テキスト、JSON、レコード、その他のデータ構造。
*アクションリファレンス:
* Apexクラスやフローなどの基礎となる実装を指します。
*アクショントリガー:
*アクションを開始する条件またはイベント。
*出力タイプに焦点を当てる:
*構成の関連性:
*開発チームは、アクションの結果が Copilotによって適切に処理され表示されるように、
出力タイプを正しく定義する必要があります。

*出力タイプが正しくなかったり定義されていない場合、データの解釈が誤っていたり、機
能に障害が発生したりする可能性があります。

出力タイプがコアコンポーネントである理由:
* Copilotとの統合:
* Copilotは、アクションによって返されるデータの処理方法を理解するために出力タイプ
に依存します。

*データの一貫性:
*出力の構造と形式を定義し、アクションと Copilot間の一貫した通信を保証します。
*ユーザーエクスペリエンス:
*適切な出力タイプにより、ユーザーは期待どおりの結果をわかりやすい形式で受け取る
ことができます。

他の選択肢があまり適していない理由:
*オプションA（指示）:
*手順はコアコンポーネントですが、質問では、コアコンポーネントの 1つを特定するた
めに構成で何を確認する必要があるかを尋ねています。

*この文脈では、適切な構成と機能性を確保するには、出力タイプを確認することがより重
要です。

*オプションC（アクショントリガー）:
*アクショントリガーは重要ですが、カスタムコパイロットアクションの構成内で必ずし
もコアコンポーネントとは見なされません。

*トリガーは、アクション自体の構成ではなく、アクションがいつ開始されるかに関係する
ことがよくあります。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント -カスタム Copilotアクション:
*カスタムコパイロットアクションのコンポーネントと構成について詳しく説明します。



* Salesforceヘルプ -カスタムアクションでの出力タイプの定義:
*出力タイプの重要性とその設定方法について説明します。
* Salesforce Trailhead -カスタム Copilotアクションの構築:
*主要なコンポーネントに焦点を当て、カスタム Copilotアクションの作成と構成に関する
実践的なアプローチを提供します。

質問: 16
管理者はFlexプロンプトの応答を確認したい
テンプレートを作成しましたが、プレビューボタンがグレー表示になっています。

その理由は何でしょうか?
A.プロンプトに関連するレコードが選択されていません。
B.プロンプトは保存されておらず、アクティブ化されていません。
C.プロンプトにマージフィールドが挿入されていません。
正解: A (コメントを発表する)
Flexプロンプトテンプレートでプレビューボタンがグレー表示になっている場合、多くの
場合、プロンプトに関連するレコードが選択されていないことが原因です。Flexプロンプ
トテンプレートは Salesforceレコードからデータを動的に取得するため、プロンプトにレ
コードが指定されていない場合は、テンプレートに基づいて生成されるコンテンツがない

ため、プレビューできません。

*オプション B (プロンプトを保存またはアクティブ化しない)では、必ずしもプレビュー
ボタンがグレー表示されるわけではありませんが、適切な機能が妨げられる可能性があり

ます。

*オプション Cでは、マージフィールドが欠落しているため、出力に問題が発生しますが、
プレビューボタンが直接グレー表示になることはありません。

実際の使用ケースでプロンプトがどのように機能するかをテストおよびプレビューするに

は、関連レコードが正しくリンクされていることを確認することが重要です。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:Flexテンプレートのトラブルシューティング
に関するドキュメントを参照してください。

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.flex_prompt_builder_troubleshoot.htm

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

https://www.jpnshiken.com/q/66983-6188093/
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質問: 17
ユニバーサル・コンテナーズの営業担当者は非常に多忙で、音声通話やビデオ通話で長時間

の営業電話を掛けることがあり、重要な詳細を聞き逃してしまうことがあります。同社は、

新しい生成AI機能の導入を始めたばかりです。
会話中に担当者が見逃した可能性のある詳細を把握できるようにするために、AIスペシャ
リストはどの Einstein Generative AI機能を推奨すべきですか?
A.通話概要
B.エクスプローラーを呼び出す
C.売上概要
正解: (正解を表示します)
長い営業電話で重要な詳細を聞き逃す可能性のある営業担当者には、AIスペシャリストは
通話概要機能を推奨する必要があります。通話概要は、Einstein Generative AIを使用して、
通話中に話し合われた重要なポイントの簡潔な概要を自動的に生成し、営業担当者が聞き

逃した可能性のある重要な情報をすばやく確認できるようにします。

*通話エクスプローラーは通話データを手動で検索するために設計されていますが、要約
は行いません。

*販売概要は、通話固有のコンテンツではなく、全体的な販売活動を要約することに重点を
置いています。

詳細については、AI生成のサマリーによって営業担当者の生産性がどのように向上するか
に関する Salesforceの通話サマリーのドキュメントを参照してください。

質問: 18
AIスペシャリストはエージェントのパフォーマンスのトラブルシューティングをしたいと
考えています。

AIスペシャリストは、エージェントのエラー、誤ってトリガーされたアクション、不完全な
プランなど、エージェントとのすべてのユーザーインタラクションにアクセスするにはど

こにアクセスすればよいですか?
A.イベントログ
B.プランキャンバス
C.エージェント設定
正解: A (コメントを発表する)
Salesforceのイベントログは、エージェントエラー、トリガーされたアクション、未完了の
プランなど、詳細なインタラクションデータを取得します。これらのログは、ユーザーと

エージェント間のインタラクションを可視化し、パフォーマンスの問題のトラブルシュー

ティングに役立ちます。Einstein Bot Analyticsのドキュメントでは、イベントログがボット
の動作を監査し、アクションの設定ミスやプラン実行の失敗などの問題を診断するための

主要な情報源として強調されています。

*プランキャンバス (B)は、監査用ではなく、ワークフローの設計用です。
*エージェント設定 (C)は構成を制御しますが、インタラクション履歴は保存しません。
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質問: 19
AIスペシャリストは、カスタムプロンプトテンプレートを使用して営業メールを作成する
必要があります。そのためには、以下のデータが必要です。

機会製品顧客に近いイベントトーンと声の例

AIスペシャリストは関連アイテムをどのように入手すればよいですか?
A.プロンプトによって開始されるフローを呼び出して、必要なデータを取得して準備しま
す。

B.問題のレコードを入力として受け取る flexテンプレートを作成します。
C.標準の電子メールテンプレートを使用し、必要なデータフィールドを手動で挿入しま
す。

正解: (正解を表示します)
商談商品、顧客に近いイベント、そしてトーンと声の例に基づいて営業メールを作成する

ために、AIスペシャリストはプロンプト開始フローを使用する必要があります。このフロー
は、Salesforce内の関連レコードから必要なデータを動的に取得し、文脈的に正確な情報に
基づいてAI生成出力を生成できます。
*オプション B (フレックステンプレート)では、Salesforceレコードから動的なデータを
自動的に取得する機能は提供されません。

*オプション C (手動挿入)では、カスタムプロンプトに必要なデータの動的かつ自動的な
グラウンディングは実行できません。

カスタムプロンプトテンプレートにデータを統合する方法の詳細については、フローおよ

びグラウンディングに関する Salesforceドキュメントを参照してください。

質問: 20
Universal Containers（UC）は、顧客インサイトとインタラクションの向上を目指
し、Einstein Generative AIを導入しています。UCは、レポート作成のために監査データと
フィードバックデータにアクセスできるようにする必要があります。

この要件に関する考慮事項は何ですか?
A.このデータを保存するには、Data Cloudをプロビジョニングする必要があります。
B.このデータを保存するには、データを構成するカスタムオブジェクトが必要です。
C.このデータを保存するには、Salesforceビッグオブジェクトが必要です。
正解: (正解を表示します)
Einstein Generative AIを導入し、顧客インサイトとインタラクションの向上を目指す場合、
大規模な監査データやフィードバックデータを保存・管理するためのData Cloudは重要な

検討事項です。Salesforce Data Cloud（旧称Customer 360 Audiences）は、様々なソースか
らの膨大なデータセットを処理・統合するように設計されており、AIを活用したインサイト

やレポート作成に必要なデータの保存に最適です。Data Cloudを導入すること
で、Universal Containers（UC）のような組織は顧客データへのリアルタイムアクセスを実
現し、様々なシステムにわたる統合レポート作成のための中央リポジトリとして活用でき

るようになります。
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* Einstein Generative AIによって生成された監査データとフィードバックデータは、ス
ケーラブルでアクセス可能な環境に保存する必要があります。Data Cloudはこの機能を提
供し、レポート、分析、およびモデルのさらなる改善のためにデータに簡単にアクセスでき

るようにします。

*カスタムオブジェクトまたは Salesforce Big Objectは、このような AI主導のインタラ
クションで必要な規模や特定の種類のリアルタイムの統合データ処理向けには設計されて

いません。Big Objectはアーカイブデータに適していますが、Data Cloudはより堅牢な処
理、セグメンテーション、分析機能を保証します。

参考文献:
* Salesforce Data Cloudドキュメント:https://www.salesforce.com/products/data-
cloud/overview/
* Salesforce Einstein AI概要:https://www.salesforce.com/products/einstein/overview/

質問: 21
Universal Containersでは、営業担当者がプロンプトテンプレートのみを実行できるよう
にする必要があります。

この要件を満たすために AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A.プロンプトテンプレートのユーザー権限設定
B.プロンプトテンプレートマネージャの権限セット
C.テンプレート実行プロンプト権限セット
正解: (正解を表示します)
プロンプトテンプレート実行権限セット：この権限セットは、ユーザーが既存のプロンプト

テンプレートを実行できるようにするために特別に設計されています。これはまさに

Universal Containersの営業担当者に必要な権限です。
プロンプトテンプレートのユーザー権限セット:この権限セットは、このシナリオでは必
要ありませんが、テンプレートの作成や変更など、より広範なアクセスを許可する可能性

があります。

プロンプトテンプレートマネージャー権限セット:この権限セットは、営業担当者が必要
とする以上の、プロンプトテンプレートへのさらに広範な管理アクセス権を付与する可能

性があります。

営業担当者に「プロンプト実行テンプレート」権限セットを付与することで、意図しない変

更やセキュリティリスクにつながる可能性のある不要な権限を付与することなく、プロン

プトテンプレートを使用するために必要なアクセス権を営業担当者に付与できます。

質問: 22
AIスペシャリストは、ユーザー関連リストを使用して新しいプロンプトテンプレートを構
築したいと考えています。

AIスペシャリストは何を考慮すべきでしょうか?
A.ユーザー関連リストには「すべて表示」アクセス権が必要です。
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B.ユーザー関連リストをレコードページに含める必要があります。
C.プロンプトテンプレートでは、ユーザー関連リストはサポートされていません。
正解: (正解を表示します)
Salesforceでは、グラウンディングプロンプトテンプレートに使用できるオブジェクトと
関連リストに制限を設けています。これは、ユーザーデータに関するセキュリティとプラ

イバシーへの懸念によるものと考えられます。

LLMにコンテキストを提供するためにユーザー関連リストを使用するのは直感的に思える
かもしれませんが、Salesforceでは機密性の高いユーザー情報が誤って公開されたり、悪用
されたりしないように、これを禁止しています。

したがって、AIスペシャリストは、サポートされている他の関連オブジェクトやフィール
ドを使用するなど、必要なユーザー情報をプロンプトテンプレートに組み込む別の方法を

検討する必要があります。

質問: 23
Universal Containersのデータサイエンスチームは、Amazon Web Services (AWS)上で
生成大規模言語モデル (LLM)をホストしています。
Salesforceプラットフォームで外部でホストされているモデルにアクセスするためにチー
ムは何を使用すればよいですか?
A.モデルビルダー
B.アプリビルダー
C.コパイロットビルダー
正解: (正解を表示します)
AWSでホストされている大規模言語モデル (LLM)など、外部でホストされているモデル
にアクセスするには、Salesforceのモデルビルダーが適切なツールです。モデルビルダー
を使用すると、外部 AIモデルを Salesforceプラットフォームに統合してデプロイできる
ため、Salesforceインフラストラクチャ外でホストされているモデルを活用しながら、プ
ラットフォームのネイティブ AI機能のメリットも享受できます。
オプション Bの App Builderは、AIモデルの統合ではなく、主に Salesforceでアプリケー
ションを構築および構成するために使用されます。

オプション Cの Copilot Builderは、外部 AIモデルを統合するのではなく、アシスタントの
ようなツールの構築に重点を置いています。

モデルビルダーを使用すると、外部システムやモデルとのシームレスな統合が可能にな

り、Salesforceユーザーは外部 LLMを使用して AI主導の洞察と自動化を生成できるよう
になります。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:
詳細については、モデルビルダーガイドをご覧ください:
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.model_builder_external_models.htm

質問: 24
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顧客チャットが開始されると、Salesforceのどの機能が、推奨されるナレッジ記事に基づ
いて AIによる返信やメールの下書きを提供しますか?
A.アインシュタインの返信の推奨事項
B.アインシュタインサービス応答
C.アインシュタインのグラウンディング
正解: B (コメントを発表する)
顧客とのチャットが開始されると、Einstein Service Repliesは、推奨されるナレッジ記事
に基づいて、AIによる自動返信またはメールの下書きを提供します。この機能
は、Salesforceナレッジベースの情報を活用して、顧客の問い合わせに関連する回答を生
成するため、カスタマーサポートのインタラクションの効率と精度が向上します。

オプション Bが正解です。Einstein Service Repliesはナレッジ記事に基づいて AI主導の
応答を生成する役割を担っているためです。

オプション A (Einstein ReplyRecommendations)は、返信の推奨に重点を置いていますが、
返信を生成することはありません。

オプション C (Einstein Grounding)は、応答をデータに基づいて根拠づけることを指しま
すが、返信の作成とは直接関係ありません。

参照：

Einsteinサービス返信の概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.einstein_service_replies.htm

質問: 25
Salesforce管理者は、顧客とのインタラクションデータを活用し、パーソナライズされた
ターゲットメールを作成したいと考えています。管理者は、大規模言語モデル（LLM）を活用
してメールを作成し、異なる製品や顧客向けにテンプレートを再利用したいと考えていま

す。

管理者はどのソリューションアプローチを活用すべきでしょうか?
A.営業メールの標準テンプレートを使用する
B.フィールド生成プロンプトテンプレートタイプで作成
C.営業メールプロンプトテンプレートタイプを作成します。
正解: (正解を表示します)
テンプレートを再利用しながら LLMを使用してパーソナライズされた電子メールを生成
するには:
*セールスメールプロンプトテンプレートタイプ（オプションC）：LLMと構造化テンプレー
トを組み合わせることで、動的なメールコンテンツを生成するために特別に設計されてい

ます。管理者はプレースホルダー（顧客名、製品詳細など）を定義し、複数のシナリオでテン

プレートを再利用できます。

*オプション A:標準の電子メールテンプレートには、LLM統合と動的なパーソナライ
ゼーションが欠けています。

*オプション B:「tフィールド生成」は有効な Salesforceプロンプトテンプレートタイプ

ではありません。
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参考文献:
* Salesforceヘルプ:営業メールプロンプトテンプレート
*営業メールプロンプトテンプレートを使用して、「動的データと LLMを使用してター

ゲットを絞ったメールを生成する」方法について説明します。

質問: 26
Universal Containersは、顧客の関心に最も合致する製品に関するマーケティングメール
を計画しています。

この電子メールを生成するために AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A.製品への関心をマッチングするための Apexまたはフローを使用した標準的な電子メー
ルマーケティングテンプレート

B.興味と製品情報に基づいたカスタムセールスメールテンプレート
C. Einsteinによる標準メールの下書きと標準メールテンプレートの選択
正解: B (コメントを発表する)
顧客の関心に密接に一致する商品に関するメールを生成するには、AIスペシャリストは、顧
客の関心と商品情報に基づいたカスタムセールスメールテンプレートの使用を推奨しま

す。これにより、メールの内容は顧客の好みに基づいてパーソナライズされ、マーケティン

グメッセージの関連性が向上します。

グラウンディングを使用すると、生成 AIが顧客の関心や製品の一致に関連する正しいデー
タを確実に取得し、電子メールの効果を高めることができます。

詳細については、AI生成コンテンツと電子メールのパーソナライゼーション戦略の基礎に
関する Salesforceのドキュメントを参照してください。

質問: 27
AIスペシャリストは新しい組織を立ち上げており、ユーザーがプロンプトテンプレートを
作成・実行できるようにする必要があります。しかし、これらのタスクに必要なロールが不

明です。

AIスペシャリストは、プロンプトテンプレートを作成して実行する必要があるユーザーに
どの権限セットを割り当てる必要がありますか?
A.テンプレートの作成にはテンプレートマネージャーを、テンプレートの実行にはデータ
クラウド管理者をプロンプトします。

B.テンプレートの作成にはテンプレートマネージャーを、テンプレートの実行にはテンプ
レートユーザーにプロンプトを表示します。

C.テンプレートを作成するためのデータクラウド管理者とテンプレートを実行するため
のプロンプトテンプレートユーザー

正解: B (コメントを発表する)
プロンプトテンプレートを効果的に管理および使用するには、次の 2つの異なる権限セッ
トが必要です。
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*プロンプトテンプレート管理者：この権限セットにより、ユーザーはプロンプトテンプ
レートを作成できます。テンプレートを定義するために必要なアクセス権が付与され、組

織全体で共有・活用できます。

*プロンプトテンプレートユーザー:この権限セットは、テンプレートを実行する必要があ
るユーザー向けに設計されています。この権限セットにより、事前に設計されたプロンプ

トを操作し、これらのテンプレートに基づいて結果を生成することができます。

Data Cloud Admin権限セットは、プロンプトテンプレートの作成や実行には直接関係し
ませんが、Data Cloudの管理に重点を置いています。

質問: 28
Universal Containersは、Einstein Studioの AIを活用した予測を使用してデータを分析す
ることで、販売業務の効率を向上することに関心を持っています。

このシナリオに適したユースケースはどれですか?
A.プロモーションメッセージに対する顧客の感情を予測します。
B.アカウントの顧客生涯価値を予測します。
C.新製品カタログから最も人気のある製品を予測します。
正解: (正解を表示します)
営業業務の効率化を図るには、Einstein Studioが最適なソリューションです。データに基づ
いて成果を予測できる AI搭載モデルの作成に最適です。最も価値の高いユースケースの一
つは顧客生涯価値（CLV）の予測です。これにより、営業チームは高価値顧客への注力を強化
し、より情報に基づいた意思決定を行うことができます。顧客生涯価値（CLV）の予測は、顧
客維持、クロスセル、長期的なエンゲージメントに関する戦略の最適化に役立ちます。

顧客生涯価値の予測は販売における AIの確立された使用例であるため、オプション Bが
正しい選択です。

オプション A (顧客の感情)は通常 NLPモデルを通じて処理されますが、オプション C (製
品の人気)はマーケティング分析のユースケースになります。
参照：

Salesforce Einstein Studioユースケースの概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.einstein_studio_overview

質問: 29
ユニバーサルコンテナ（UC）は、プロンプトビルダーを使用して新しいセールスメールプロ
ンプトテンプレートを作成したいと考えています。

「名前を付けて保存」機能。しかし、UCは、ハイパーパラメータが不足しているため、新しい

テンプレートでは標準のセールスメールプロンプトとは異なる結果が生成されることを発

見しました。

新しいプロンプトテンプレートが標準の Sales Emailプロンプトに匹敵する結果を生成す
るようにするには、UCは何をする必要がありますか?
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A.モデルプレイグラウンドを使用して、指定されたパラメータでモデル構成を作成しま
す。

B.新しいテンプレートにハイパーパラメータを手動で追加します。
C.変更せずに標準テンプレートの使用に戻します。
正解: (正解を表示します)
Universal Containersが「名前を付けて保存」機能を使用して新しいセールスメールプロン

プトテンプレートを作成する際、ハイパーパラメータが不足していると出力結果が異なる

場合があります。新しいプロンプトが標準のセールスメールプロンプトと同等の結果を生

成するようにするには、AIスペシャリストが必要なハイパーパラメータを新しいテンプ
レートに手動で追加する必要があります。

*温度、頻度ペナルティ、プレゼンスペナルティなどのハイパーパラメータは、AIの応答生
成に直接影響します。これらのパラメータが標準テンプレートと一致していることを確認

することで、同様の出力が得られます。

*オプション A (モデルプレイグラウンド)は、テンプレートを直接調整するのではなく、
モデルの微調整に重点を置いているため、ここでは必要ありません。

*オプション C (標準テンプレートに戻す)では、プロンプトテンプレートのカスタマイズ
の問題は解決されません。

詳細については、カスタムテンプレートでのハイパーパラメータの設定に関する Prompt
Builderのドキュメントを参照してください。

質問: 30
AIスペシャリストは、ユーザー関連リストを使用して新しいプロンプトテンプレートを構
築したいと考えています。

AIスペシャリストは何を考慮すべきでしょうか?
A.ユーザー関連リストには「すべて表示」アクセス権が必要です。
B.ユーザー関連リストをレコードページに含める必要があります。
C.プロンプトテンプレートでは、ユーザー関連リストはサポートされていません。
正解: (正解を表示します)
AIスペシャリストは、ユーザー関連リストを新しいプロンプトテンプレートの基盤にした
いと考えています。プロンプトテンプレートの基盤には、関連リストのデータを使用して、

応答を生成する際に大規模言語モデル（LLM）にコンテキストや追加情報を提供することが
含まれます。

重要な考慮事項:
*プロンプトテンプレートでサポートされていない関連リスト:
*制限事項:ユーザー関連リストは、基盤構築の目的でプロンプトテンプレートではサポー
トされていません。

*理由: Salesforceでは、データのセキュリティと整合性を維持するため、プロンプトテンプ
レートで特定のオブジェクトと関連リストを使用することを制限しています。Userオブ
ジェクトには機密情報が含まれることが多く、厳格なアクセス制御の対象となります。
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*影響:プロンプトテンプレートでユーザー関連リストを使用しようとすると、システムが
サポートしていないため、期待どおりに動作しません。

オプションAとBが間違っている理由:
*オプション A (ユーザー関連リストにすべて表示アクセス権が必要です):
*誤り:「すべて表示」アクセス権があっても、プロンプトテンプレートではユーザー関連リ

ストはサポートされません。

*セキュリティ上の懸念:ユーザーオブジェクトにすべての表示アクセス権を付与するこ
とは、重大なセキュリティリスクとなるため、推奨される方法ではありません。

*オプション B (ユーザー関連リストをレコードページに含める必要があります):
*誤り:レコードページにユーザー関連リストを含めても、プロンプトテンプレートでの
可用性には影響しません。

*無関係:レコードページに関連リストを配置しても、プロンプトテンプレートでシステム
がそのリストにアクセスできる機能は変わりません。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント -プロンプトテンプレートの制限:
*プロンプトテンプレートでサポートされていないオブジェクトと関連リストの詳細を示
します。

* Salesforceヘルプ -プロンプトテンプレートでのデータアクセス:
*データアクセスとセキュリティに関する考慮事項がプロンプトテンプレート内のオブ
ジェクトの使用にどのように影響するかについて説明します。

* Salesforce Trailhead -プロンプトテンプレートの基礎を理解する:
*グラウンディングプロンプトテンプレートとそれに伴う制限についての洞察を提供しま
す。

結論：

プロンプトテンプレートではユーザー関連リストがサポートされていないため、AIスペ
シャリストは代替アプローチを検討する必要があります。サポートされているオブジェク

トまたは関連リストを使用するようにプロンプトテンプレートを再設計する

か、Salesforceのデータアクセスポリシーを遵守しながら必要なユーザー情報を組み込む
ための他の方法を検討する必要があるかもしれません。

質問: 31
AIスペシャリストは、Salesforceに保存されている顧客データを用いてパーソナライズさ
れた営業メールを作成するための生成モデルの設定を任されています。AIスペシャリスト
は既にOpenAIプラットフォーム上で大規模言語モデル（LLM）を微調整しています。セキュ
リティとデータプライバシーは、クライアントにとって重要な懸念事項です。

AIスペシャリストはカスタム LLMを Salesforceにどのように統合すればよいですか?
A.カスタム LLMのアプリケーションを作成し、iFrame経由で Sales Cloudに埋め込みま
す。

B. Einstein Studioモデルビルダーに微調整された LLMを追加します。



C. OpenAlでモデルエンドポイントを有効にし、モデルへの呼び出しを行って電子メール
を生成します。

正解: (正解を表示します)
セキュリティとデータのプライバシーは重要であるため、AIスペシャリストにとって最善
のオプションは、微調整された LLM (大規模言語モデル)を Einstein Studio Model Builder
に追加して Salesforceに統合することです。Einstein Studioを使用すると、組織は独自の
AIモデル (BYOM)を持ち込むことができ、モデルが Salesforce環境内で安全に管理され、
データプライバシー標準に準拠していることが保証されます。

*オプション A (iFrame経由の埋め込み)は安全性が低く、Salesforceのデータおよびセ
キュリティモデルと深く統合されません。

*オプション C (OpenAIへの呼び出し)では、機密性の高い Salesforceデータが外部シス
テムに送信されるため、データのプライバシーに関する懸念が生じます。

Einstein Studioは、データのプライバシーとコンプライアンスを維持しながら、カスタムAI
モデルを統合するための最も安全でシームレスな方法を提供します。外部モデルの統合に

関する詳細は、SalesforceのEinstein Studioドキュメントをご覧ください。

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

質問: 32
AIスペシャリストは、プロンプトテンプレートを設定する際に、作成したプロンプトテンプ
レートの結果をプレビューします。「解決」と「応答」という2つの異なるテキスト出力が表示

されます。

決議文ではどのような情報が提供されますか?
A.信頼レイヤーに送信される完全なテキストを表示します。
B.サンプルレコードに基づいて LLMからの応答を表示します。
C. LLMに送信される前にマスクされる機密データを示します。
正解: B (コメントを発表する)
Salesforceでプロンプトテンプレートをプレビューすると、「Resolution」テキストに、サン

プルレコードのデータに基づいたLLM（Large Language Model）からの応答が表示されま
す。この出力には、AIモデルがプロンプトに対して生成した応答が表示され、AIスペシャリ
ストはテンプレートを最終決定する前に応答を確認して調整することができます。
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*オプション Bは正解です。Resolutionは LLMによって生成された実際の応答を表示しま
す。

*オプションはテキストを信頼レイヤーに送信することを指しますが、これは解像度が表
すものではありません。

*オプションは、解像度ではなく他の場所に表示されるデータマスキングに関連していま
す。

参考文献:
* Salesforceプロンプトビルダーの概要:https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf。
プロンプトビルダーの概要.htm

質問: 33
Salesforce管理者は、組織内のユーザーインタラクションを強化するために、Einstein
Copilotの機能を検討しています。特に、Einstein Copilotがユーザーリクエストをどのよう
に処理し、どのようなメカニズムで応答を返すかに関心があります。管理者は、Einstein
Copilotが大規模言語モデル（LLM）と直接連携してユーザーからの問い合わせへの応答を取
得・表示し、ユーザーからの幅広いリクエストに対応できるかどうかを評価しています。

Einstein Copilotは Salesforceでユーザーリクエストをどのように処理しますか?
A. Einstein Copilotは、プロンプトテンプレートを使用してメッセージを生成するフロー
をトリガーします。

B. Einstein Copilotは LLMプロバイダーへの HTTPコールアウトを実行します。
C. Einstein Copilotはユーザーのリクエストを分析し、LLMテクノロジを使用して適切な
応答を生成して表示します。

正解: (正解を表示します)
Einstein Copilotは、大規模言語モデル（LLM）を活用してユーザーからの問い合わせを処理
し、応答することで、Salesforce内でのユーザーインタラクションを強化するように設計さ
れています。ユーザーがリクエストを送信すると、Einstein Copilotは自然言語処理技術を用
いて入力内容を分析します。その後、LLMテクノロジーを活用して、適切かつ文脈に沿った
応答を生成し、Salesforceインターフェース内でユーザーに直接表示します。
オプションCは、このプロセスを正確に説明しています。Einstein Copilotは、ユーザーリク
エストごとにフローをトリガーしたり（オプションA）、LLMプロバイダーへのHTTPコール
アウトを実行したり（オプションB）するわけではありません。代わりに、LLM機能を統合し
て即時かつインテリジェントなレスポンスを提供することで、幅広いユーザーリクエスト

に対応します。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント - Einstein Copilotの概要: Einstein Copilotが
LLMを使用してユーザー入力を解釈し、Salesforceエコシステム内で応答を生成する方法
について詳しく説明します。

* Salesforceヘルプ - Einstein Copilotの仕組み: Einstein Copilotが AIテクノロジーを使用
してユーザーリクエストを処理する基本的なメカニズムについて説明します。
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質問: 34
Universal Containers (UC)は、顧客の生涯価値スコアと市場セグメントに基づいて、3つの
異なる電子メールのいずれかを顧客に送信する予定です。

UCでは電子メールが選択された理由を説明する必要があることを考慮すると、これを実
現するために UCはどの AIモデルを使用する必要がありますか?
A.予測モデルと生成モデル
B.生成モデル
C.予測モデル
正解: C (コメントを発表する)
ユニバーサル・コンテナーズは、顧客の生涯価値スコアと市場セグメントに基づいて、3つ

のメールのうちどれを送信するかを決定するために予測モデルを活用するべきです。予測

モデルはデータを分析して結果を予測し、今回のケースでは、顧客属性に基づいて最適な

メールを予測します。さらに、予測モデルは、特定のメールが選択された理由を示す説明可

能性も提供します。これは、UCの意思決定プロセスの説明要件にとって非常に重要です。
*生成モデルは通常、意思決定ではなくコンテンツ作成に使用されるため、この要件には適
していません。

*予測モデルは、特定の決定が行われた理由を説明する機能を提供し、UCのニーズに一致
しています。

予測モデルがセグメンテーションと意思決定にどのように使用されるかについて詳しく

は、Salesforceの予測 AIモデルのドキュメントを参照してください。

質問: 35
Universal Containersは、ユーザーが販売注文番号を入力できるカスタム UXを備えたソ
リューションを Salesforceに実装したいと考えています。
その後、システムはカスタムプロンプトテンプレートを呼び出して、販売注文ヘッダーと

販売注文の詳細の概要を作成して表示します。

この要件を満たすために AIスペシャリストはどのソリューションを実装する必要があり
ますか?
A.標準を使用して、販売注文番号を収集し、プロンプトテンプレートを呼び出す画面フ
ローを作成します。

「プロンプトテンプレート」フローアクション。

B.テンプレートによってトリガーされるプロンプトフローを作成し、標準の「プロンプト

テンプレート」フローアクションを使用してプロンプトテンプレートを呼び出します。

C.自動起動フローを作成し、標準の「プロンプトテンプレート」フローアクションを使用

してプロンプトテンプレートを呼び出します。

正解: (正解を表示します)
ユーザーが販売注文番号を入力するとシステムが概要を生成するソリューションを実装す

るには、AIスペシャリストは販売注文番号を収集し、プロンプトテンプレートを呼び出す画
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面フローを作成する必要があります。その後、標準の「プロンプトテンプレート」フローア

クションを使用してカスタムプロンプトをトリガーし、販売注文のヘッダーと詳細の概要

を提供します。

*テンプレートによってトリガーされるプロンプトフローを作成するオプション Bは、画
面フローを通じて直接入力を収集する必要があるため、このシナリオでは必要ありませ

ん。

*自動起動フローを使用するオプション Cは、このソリューションではユーザー操作 (販売
注文番号の入力)が必要であり、画面フローに最適なため、ここでは不適切です。
Salesforce AIスペシャリストリファレンス:フローを使用したプロンプトテンプレートの
作成に関する詳細なガイダンス:
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.prompt_template_flow_integration.htm

質問: 36
Salesforce管理者は、顧客とのインタラクションデータを活用し、パーソナライズされた
ターゲットメールを作成したいと考えています。管理者は、大規模言語モデル（LLM）を活用
してメールを作成し、異なる製品や顧客向けにテンプレートを再利用したいと考えていま

す。

管理者はどのソリューションアプローチを活用すべきでしょうか?
A.営業メールプロンプトテンプレートタイプを作成します。
B.営業メールの標準テンプレートを使用する
C.フィールド生成プロンプトテンプレートタイプで作成
正解: A (コメントを発表する)

質問: 37
Universal Containersのデータサイエンスチームは、Amazon Web Services (AWS)上で
生成大規模言語モデル (LLM)をホストしています。
Salesforceプラットフォームで外部でホストされているモデルにアクセスするためにチー
ムは何を使用すればよいですか?
A.モデルビルダー
B.アプリビルダー
C.コパイロットビルダー
正解: A (コメントを発表する)
AWSでホストされている大規模言語モデル (LLM)などの外部でホストされているモデル
にアクセスするには、Salesforceのモデルビルダーが適切なツールです。モデルビルダー
を使用すると、チームは外部 AIモデルを Salesforceプラットフォームに統合して展開で
きるため、Salesforceインフラストラクチャ外でホストされているモデルを活用しなが
ら、プラットフォームのネイティブ AI機能のメリットも享受できます。
*オプション Bの App Builderは、AIモデルの統合ではなく、主に Salesforceでアプリ
ケーションを構築および構成するために使用されます。
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*オプション Cの Copilot Builderは、外部 AIモデルを統合するのではなく、アシスタント
のようなツールの構築に重点を置いています。

モデルビルダーを使用すると、外部システムやモデルとのシームレスな統合が可能にな

り、Salesforceユーザーは外部 LLMを使用して AI主導の洞察と自動化を生成できるよう
になります。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:詳細については、モデルビルダーガイド
(https://help)を参照してください。
salesforce.com/s/articleView?id=sf.model_builder_external_models.htm

質問: 38
Universal Containersは、標準基盤モデルを活用したプロンプトテンプレートを実装する
予定です。

AIスペシャリストは、プロンプトビルダーでプロンプトテンプレートを作成するときに何
を考慮すべきでしょうか?
A. LLMのコンテキスト理解をテストするために、プロンプト内に複数選択の質問を含めま
す。

B. LLMにさらにコンテキストを提供するために、プロンプトテンプレート内のキャラク
ターとしてロールプレイするように依頼します。

C.単語の選択、強意語、絵文字、句読点などのさまざまな書き方を使用して、データで LLM
をトレーニングします。

正解: (正解を表示します)
プロンプトビルダーでプロンプトテンプレートを作成する際には、大規模言語モデル

（LLM）がどのように処理し、出力を生成するかを考慮することが不可欠です。LLMを様々な
文体（単語の選択、強意語、絵文字、句読点など）で学習させることで、モデルは多様な文体

パターンをより深く理解し、より文脈に適した応答を生成することができます。

このアプローチは、様々なユースケース向けに出力を生成する際のLLMの柔軟性と精度を
向上させます。LLMは様々な表記規則やスタイルを認識するように訓練されているためで
す。プロンプトテンプレートは、豊富なコンテキストを提供することに重点を置くべきで

あり、このスタイルの多様性はモデルの適応性を向上させるのに役立ちます。

オプション Aと Bは、複数選択の質問やロールプレイングのシナリオを追加しても、標準
的なビジネスコンテキスト内での AIの出力生成品質の向上に大きく貢献しないため、あ
まり関連性がありません。

詳細については、Salesforceの Prompt Builderドキュメントと LLMチューニング戦略を
参照してください。

質問: 39
Universal Containers（UC）には、Salesforceとの統合が必要なレガシーシステムがありま
す。UCは、生成API機能を使用して、アカウントアクションプランのダイジェストを作成し
たいと考えています。
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この要件を満たすために UCはどの APIサービスを使用する必要がありますか?
A. REST API
B.メタデータAPI
C. SOAP API
正解: (正解を表示します)
生成API機能を使用してアカウントアクションプランのダイジェストを作成するに
は、Universal ContainersはREST APIを使用する必要があります。REST APIは、Salesforce
と外部システムを統合し、Salesforceデータとのインタラクションを可能にするのに最適
です。これには、サマリーやダイジェストの作成といった生成機能も含まれます。最新の

Web標準をサポートしており、Salesforceとレガシーシステム間の柔軟で軽量なインタラ
クションに適しています。

*メタデータ APIは、要約の生成などのデータ操作ではなく、メタデータの取得と展開に使
用されます。

* SOAP APIは統合に使用される古い APIですが、この特定のユースケースでは RESTに
比べて柔軟性が低くなります。

データ統合とコンテンツ生成に RESTを使用する方法の詳細については、Salesforce
REST APIドキュメントを参照してください。

質問: 40
ユニバーサルコンテナーズのAIスペシャリストは、新しいフィールド生成プロンプトテン
プレートを設定しようとしています。彼らは以下の手順を実行します。

1.新しいフィールド生成プロンプトテンプレートを作成します。
2.オブジェクトタイプとしてケースを選択します。
3.ターゲットフィールドとしてカスタムフィールド AI_Analysis_cを選択します。
AIスペシャリストはプロンプトテンプレートを作成後、保存、テスト、有効化を行いまし
た。しかし、ケースレコードにアクセスしても、「AI分析」フィールドの編集鉛筆アイコン

（スパークル）が表示されません。AIスペシャリストがフィールドを編集しているときは、通
常のフィールドとして動作していました。

AIスペシャリストが見逃した重要なステップはどれですか?
A.フィールド生成プロンプトテンプレートを有効化した後、ケースオブジェクトの
Lightningページレイアウトを再有効化し忘れました。
B.ケースオブジェクトは追加の生成ではサポートされていないため、代わりに Feinstein
サービス返信を使用する必要があることを忘れていました。

C. Lightningページレイアウトを編集し、フィールドをプロンプトテンプレートに関連付
けるのを忘れました

正解: C (コメントを発表する)
フィールド生成プロンプトテンプレートにスパークルアイコン（AI生成コンテンツを示す）
を表示するには、Lightningページレイアウトで対象フィールドをプロンプトテンプレート
に明示的に関連付ける必要があります。プロンプトテンプレートが有効化されていても、
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フィールドをページレイアウトに追加してテンプレートにリンクしないと、フィールドは

標準フィールドとして動作します。Salesforceのドキュメントでは、AI駆動型フィールドイ
ンタラクションを有効にするにはページレイアウトの設定が必須であることが強調されて

います。

*アクティブ化後にレイアウト自体が変更されていない限り、レイアウト (A)を再アクティ
ブ化する必要はありません。

*ケースオブジェクトはフィールド生成でサポートされています (Bは不正解です)。

質問: 41
Universal Containersは、Einstein for Salesを活用して、取引を成立させるためのガイダン
スと手順を含む AI生成の計画を提供することで、営業担当者が販売ノルマを達成できるよ
うにしたいと考えています。

AIスペシャリストは営業チームにどの機能を推奨すべきでしょうか?
A.類似の取引を探す
B.アカウントプランの作成
C.クローズプランの作成
正解: C (コメントを発表する)

「成約プラン作成」機能は、AIを活用した戦略とステップを生成し、成約に特化することで営

業担当者を支援するように設計されています。この機能はAIを活用して商談の現状を分析
し、成約に導くために必要なアクション、タイムライン、主要なステップをまとめたプラン

を生成します。実用的なインサイトと体系的なプランを提供することで、営業チームのノ

ルマ達成ニーズに的確に対応します。

類似の取引の検索 (オプション A)は、営業担当者が現在の取引に類似した機会を見つける
のに役立ちますが、成約のための計画は提供しません。

アカウント作成プラン (オプション B)は、顧客エンゲージメントや維持など、アカウント
を管理するための長期的な戦略に重点を置いていますが、取引の成立には重点を置いてい

ません。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:
営業における AIの活用の詳細については、https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.einstein_for_sales_overview.htmをご覧ください。

質問: 42
Universal Containers (UC)は、顧客とのやり取り中にリアルタイムの洞察と推奨事項を提
供することで、営業チームの生産性を向上したいと考えています。

UCが Agentforce Sales Agentの使用を検討する必要があるのはなぜですか?
A.将来の分析のために顧客とのやり取りを追跡する
B.販売プロセス全体を自動化して効率を最大限に高める
C.販売プロセスを合理化し、コンバージョン率を向上させる
正解: (正解を表示します)
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Agentforce Sales Agentは、リアルタイムのインサイトとAIを活用したレコメンデーション
を提供し、営業プロセスを効率化し、営業担当者が重要なタスクに集中してコンバージョ

ン率を向上できるよう設計されています。リードスコアリング、商談の優先順位付け、プロ

アクティブなレコメンデーションなどの機能により、営業チームは顧客と効率的にやり取

りし、より迅速に成約することができます。

*オプション A:顧客とのやり取りを追跡することは有益ですが、これは Agentforce Sales
Agentが提供する幅広い機能の一部にすぎず、リアルタイムの生産性を向上させるための
主な目的ではありません。

*オプション B: Agentforce Sales Agentは、販売プロセス全体を自動化するわけではあり
ませんが、販売チームを支援するための実用的な推奨事項を提供します。

*オプション C:これは、生産性の向上と販売の成功を促進するというツールの中心的な目
的と一致しています。

質問: 43
Universal Containersはユーザー向けにAgentforceを導入しました。あるユーザーから、
エージェントが過去7日間のアクティビティを削除していないという苦情がありました。こ
の問題の原因は何でしょうか？

A. Agentforceにはユーザーのレコードを削除する権限がありません。
B. Agentforceレコード削除アクション権限がユーザーに関連付けられていません。
C. Agentforceには標準のレコード削除アクションがありません。
正解: (正解を表示します)
*質問のコンテキストUniversal Containers (UC)は、Salesforce専用の AI駆動型アシスタ
ントである Agentforceを使用しています。ユーザーから、エージェントが最近のアクティ
ビティを削除できないという報告がありました。

* Agentforceがレコードを削除できない理由
* Agentforceの標準アクション：Agentforceには通常、レコードの作成、更新、集計といった
定義済みまたは「標準」のアクションが用意されています。ただし、標準のレコード削除ア

クションは、Agentforceのデフォルトのアクションセットには含まれていません。
*影響: Agentforceに削除機能が組み込まれていない場合、ユーザーが Salesforce UIでア
クティビティを削除する権限を持っていても、アクティビティを削除することはできませ

ん。

*他の選択肢が間違っている理由
*オプションA -ユーザーのレコードを削除する権限：Salesforceの標準ユーザー権限
は、Agentforceの機能に自動的に拡張されるわけではありません。ユーザーがレコードを削
除できる場合でも、Agentforceに新しいアクションが付与されるわけではありません。
*オプションB - Agentforceのレコード削除アクション権限：Agentforceには、切り替え可
能な「レコード削除アクション権限」が別途用意されていません。これは、Agentforceに標

準のレコード削除アクションが標準装備されていないことが原因です。

https://www.jpnshiken.com/q/66983-6188120/


*結論：この問題の主な原因は、Agentforceが標準のレコード削除アクション (選択肢 C)を
サポートしていないことです。

Salesforce AIスペシャリストの参考資料とドキュメント
* Salesforce公式ドキュメント - Agentforce(注: Agentforceはパイロット機能または特殊
機能である可能性があります。標準アクションについては、パイロットリリースノートま

たは公式ドキュメントを確認してください。)
* Salesforce AIスペシャリスト学習ガイドレコード操作に関する特定の AI対応機能の制
限について説明します。

質問: 44
データサイエンスチームは、Databricks上で製品推奨用の XGBoost分類モデルをトレー
ニングしました。

AIスペシャリストの役割は、このモデルから製品推奨の推論をスタンドアロンのデータモ
デルオブジェクト (DMO)としてデータクラウドに取り込むことです。
AIスペシャリストはこれをどのように設定すればよいでしょうか?
A. Databricksでサービスエンドポイントを作成し、モデルビルダーを使用してモデルを
構成します。

B. Einstein Studioでサービスエンドポイントを作成し、モデルビルダーを使用してモデル
を構成します。

C. Databricksでサービスエンドポイントを作成し、Python SDKコネクタを使用してモデ
ルを構成します。

正解: A (コメントを発表する)
XGBoostモデルからの推論をスタンドアロンのデータモデルオブジェクト (DMO)とし
て Salesforceのデータクラウドに統合するには、次の手順を実行します。
* Databricksでサービスエンドポイントを作成します。
*トレーニング済みのモデルをリアルタイム推論に使用できるようにするには、サービン
グエンドポイントが必要です。

Databricksは、エンドポイントを介してモデルをホストおよび公開するためのツールを提
供します。

*モデルビルダーを使用してモデルを構成します。
*エンドポイントを作成した後、AIスペシャリストは、Einstein Studioのモデルビルダー
内でエンドポイントを構成する必要があります。モデルビルダーは、外部エンドポイント

を Salesforce Data Cloudと統合し、推論を DMOとして処理および保存します。
*オプション B:サービングエンドポイントは Einstein Studioでは作成されず、統合前に
Databricksなどの外部プラットフォームで設定されます。
*オプション C:モデル推論を Salesforce Data Cloudに取り込むために Python SDKコネ
クタは使用されません。適切なツールはモデルビルダーです。

質問: 45

https://www.jpnshiken.com/q/66983-6188121/


ユニバーサル・コンテナーズ（UC）は、AIによる回答生成によって顧客の質問への対応効率

を向上させ、エージェントの処理時間を短縮したいと考えています。エージェントは既存

のナレッジベースを活用し、回答が大規模言語モデル（LLM）からのものなのか、Salesforce
Knowledgeからのものなのかを識別できる必要があります。
この要件を満たすために UCが実行する必要がある手順は何ですか?
A.サービス AIグラウンディング、ケース付きグラウンディング、およびサービスリプラ
イをオンにします。

B.サービス応答、サービス AIグラウンディング、および知識によるグラウンディングをオ
ンにします。

C.サービス AIグラウンディングと知識によるグラウンディングをオンにします。
正解: (正解を表示します)
AI生成の応答によって効率を向上し、エージェントの処理時間を短縮するという
Universal Containersの目標を達成するには、サービス返信、サービス AIグラウンディン
グ、およびナレッジによるグラウンディングを有効にするのが最善のアプローチです。

*サービス返信は自動的に応答を生成します。
*サービス AIグラウンディングは、AIが関連するケースデータを使用していることを確
認します。

*ナレッジに基づく基盤により、応答が Salesforceナレッジ記事によって裏付けられ、エー
ジェントは応答が LLMからのものか Salesforceナレッジからのものか識別できるように
なります。

*オプション Cには、AI応答の生成に必要なサービス応答は含まれません。
*オプション Aは、応答ソースを識別するために不可欠な知識による基盤を無視します。
詳細については、グラウンディングとサービス応答に関する Salesforce Service AIドキュ
メントを参照してください。

質問: 46
Universal Containers (UC)は、Flowを使用して、統合された Data Cloudオブジェクトから
プロンプトテンプレートにデータを取得したいと考えています。

UCではどのタイプのフローを使用する必要がありますか?
A. Data Cloudによってトリガーされるフロー
B.テンプレートによってトリガーされるプロンプトフロー
C.統合オブジェクトリンクフロー
正解: (正解を表示します)
このシナリオでは、Universal Containersは統合された Data Cloudオブジェクトからプロ
ンプトテンプレートにデータを取り込むことを目指しており、その最適な方法は Data
Cloudトリガーフローを使用することです。このタイプのフローは、Salesforce Data Cloud
オブジェクト内のデータ変更に基づいてアクションをトリガーするように特別に設計され

ています。
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Data Cloudによってトリガーされるフローは、統合データモデルの変更をリッスンし、関
連データを自動的にシステムに取り込み、プロンプトテンプレートで利用できるようにし

ます。これにより、生成AIコンテキストで使用されるデータは、リアルタイムかつ最新の状
態であることが保証されます。

詳細なガイダンスについては、Data Cloudによってトリガーされるフローと、Data Cloud
と生成 AIソリューションとの統合に関する Salesforceドキュメントを参照してくださ
い。

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

質問: 47
Salesforceモバイルアプリでユーザーが生成 AI対応フィールドにアクセスできるように
するには、AIスペシャリストがどの構成を完了する必要がありますか?
A.モバイル生成 AIを有効にします。
B.モバイルプロンプト応答を有効にします。
C.モバイルで動的フォームを有効にします。
正解: C (コメントを発表する)
*質問の文脈
* Universal Containers (UC)には、ユーザーがデスクトップエクスペリエンスでアクセス
できる生成 AI対応フィールドがあります。
* AIスペシャリストは、これらの同じフィールドを Salesforceモバイルアプリで表示およ
び使用できるようにする必要があります。

*モバイルで動的フォームを使用する理由
*動的フォームを使用すると、特定の条件に基づいてフィールドやセクションを表示した
り非表示にしたりできるようにレコードページを構成できます。

*「モバイル用動的フォーム」を有効にすると、動的レイアウトに配置された AI対応の生成

フィールドに Salesforceモバイルエクスペリエンスからアクセスできるようになります。
*ユニバーサルトグルとして「モバイル生成 AIを有効にする」または「モバイルプロンプト

応答を有効にする」というラベルの付いた標準の設定オプションはありません。既存の公式

アプローチは、動的なフォーム (および関連フィールド)がモバイルでサポートされるよう
にすることです。

https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-Specialist-mondaishu
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*結論
*これらのAI駆動型フィールドをモバイルで表示するには、「モバイルでダイナミック

フォーム」をオンにし、これらのフィールドをダイナミックレイアウトに追加します。した

がって、オプションCが正解です。
Salesforce AIスペシャリストの参考資料とドキュメント
* Salesforceドキュメント:動的フォームの概要デスクトップ UIとモバイル UIの両方で
動的フォームを有効にして、新しく追加されたフィールド (生成 AI対応フィールドを含む)
を Salesforceモバイルアプリに表示できるようにする方法について説明します。
* Salesforce AIスペシャリスト学習ガイド生成 AIフィールドまたはコンポーネントをモ
バイルで公開するには、動的フォームを構成し、モバイルレイアウトでの互換性を確保す

る必要があることを繰り返し説明します。

質問: 48
Einstein Trust Layer内のどのメカニズムが、GDPRなどのデータ保護規制に準拠して個人
データが処理されることを保証するのに役立ちますか?
A.毒性スコア
B.データマスキング
C.迅速な防御
正解: (正解を表示します)

質問: 49
ユニバーサルコンテナーズは、AIを使用して顧客サポートチームの生産性を向上させる予
定です。

どのような具体的な使用例で Prompt Builderの使用が必要になりますか?
A.新しい製品パッチに関するサポート速報投稿の下書きを作成しています
B. AI生成のカスタマーサポートエージェントのパフォーマンススコアの作成
C.履歴データと季節的な傾向に基づいてサポートチケットの量を推定する
正解: (正解を表示します)
Prompt Builderを使用する必要があるユースケースは、新しい製品パッチのサポート速報
投稿の下書きを作成することです。Prompt Builderを使用すると、AIスペシャリストは、製
品情報とパッチの詳細に基づいてサポート通信の下書きを作成するなど、特定の関連出力

を生成するプロンプトを作成および調整できます。

*オプション B (エージェントのパフォーマンススコア)では、プロンプト生成ではなく、
予測モデリングが使用される可能性があります。

*オプション C (サポートチケットの量の見積もり)では、プロンプトの構築ではなく、
データ分析と予測ツールが必要になります。

生成 AIコンテンツ作成の詳細については、Salesforceの Prompt Builderドキュメントを
参照してください。

質問: 50
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Universal Containers (UC)は、営業チームが AIを使用してカタログから推奨製品を提案で
きるようにしたいと考えています。

UCではどのタイプのプロンプトテンプレートを使用する必要がありますか?
A.レコード概要プロンプトテンプレート
B.メール生成プロンプトテンプレート
C. Flexプロンプトテンプレート
正解: (正解を表示します)
ユニバーサルコンテナーズ（UC）は、営業チームがAIを活用してカタログから商品を推奨で
きるようにしたいと考えています。このユースケースに最適なオプションは、Flexプロンプ
トテンプレートです。

Flexプロンプトテンプレートは、製品情報、顧客ニーズ、販売履歴といった特定のデータポ
イントに基づいて、AIによる柔軟でカスタマイズ可能なレコメンデーションやレスポンス
を提供するように設計されています。このテンプレートタイプでは、AIが様々な入力値やパ
ラメータを考慮できるため、動的な製品レコメンデーション生成に最適です。

対照的に：

*レコード概要プロンプトテンプレート (オプション A)は、販売機会やアカウントの簡単
な概要を生成するなど、特定のレコードに関連するデータを要約するために使用されます

が、製品の推奨には使用されません。

*電子メール生成プロンプトテンプレート (オプション B)は、電子メールコンテンツの作
成用にカスタマイズされており、カタログに基づいて製品を提案するのには適していませ

ん。

製品カタログやその他の販売データから取得した動的な推奨事項が必要であることを考え

ると、Flexプロンプトテンプレートが適切なアプローチです。
Salesforceリファレンス:
* Salesforceプロンプトテンプレートの概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=000391407&type=1
* Flex Promptテンプレートの使用法: https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-
us.salesforce_ai.meta
/salesforce_ai/プロンプトフレックステンプレート

質問: 51
管理者は、Universal Containers (UC) CRMデータのセキュリティと信頼性を確保する責任
を負います。UCには、強化されたデータ保護と最新のAI機能が必要です。また、UCでは、プ
ロンプトにマージするSalesforceレコードの関連情報も含める必要があります。
Einstein Trust Layerのどの機能が UCのニーズを最もよくサポートしますか?
A.データマスキング
B.安全なデータ取得を備えた動的グラウンディング
C.ゼロデータ保持ポリシー
正解: B (コメントを発表する)
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SalesforceのEinstein Trust Layerの主要機能であるダイナミックグラウンディングとセ
キュアなデータ取得は、データ保護を強化し、AIが生成する出力の正確性と安全性を確保し
ます。この機能により、関連するSalesforceデータをAIが生成するレスポンスに統合できる
ため、AIの出力はコンテキストを認識し、リアルタイムのCRMデータと整合性を保つこと
ができます。

ダイナミックグラウンディングとは、AIモデルがSalesforceレコード（顧客レコード、ケー
スデータ、カスタムオブジェクトデータなど）から関連情報を安全に動的に取得することを

意味します。これにより、AI処理中に機密データが保護され、AIモデルの出力がビジネス用
途において信頼性と信頼性を確保します。

その他のオプションは要件とあまり一致していません。

データマスキングは、プライバシー保護のために機密データを隠すことを指

し、Salesforceレコードをプロンプトにマージすることとは関係ありません。
ゼロデータ保持ポリシーにより、AIプロセスは処理後にユーザーデータを保存しないこと
が保証されますが、Salesforceレコード情報をプロンプトにマージする必要性には対応し
ていません。

参照：

Einstein Trust Layerに関する Salesforce開発者向けドキュメント
AIとデータプライバシーに関するSalesforceのセキュリティドキュメント

質問: 52
AIスペシャリストが営業チームにEinstein Sales Emailsを実装します。チームは、リードと
のやり取りやSalesforceに保存されているデータに基づいて、パーソナライズされたフォ
ローアップメールを送信したいと考えています。AIスペシャリストは、メール生成に最も正
確で最新の情報を使用するようにシステムを設定する必要があります。

AIスペシャリストはどのグラウンディング手法を使用すべきですか?
A. Apexマージフィールドを使用したグラウンド
B.レコード結合フィールドを持つグラウンド
C. Draft with Einstein機能を使用した自動グラウンディング
正解: C (コメントを発表する)
Einstein Sales Emailsでパーソナライズされたフォローアップメールを生成するには、
メールの内容を最新かつ正確な情報でグラウンディングすることが不可欠です。グラウン

ディングとは、AIモデルをリアルタイムデータと連携させることを指します。この場合に最
適な手法は、レコード差し込み項目によるグラウンディングです。この手法により、メール

の内容はリードや連絡先情報などのSalesforceレコードから動的かつ正確なデータを直接
取得し、特定のレコードに基づいて関連性が高くカスタマイズされたフォローアップを提

供できます。

レコード結合フィールドにより、リード名、会社、その他の Salesforceフィールドなどの
データをレコードから直接取得し、生成される電子メールを高度にパーソナライズできま

す。
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Apexマージフィールドは通常、高度なカスタムロジック駆動型のシナリオに適していま
すが、このユースケースでは最も簡単ではありません。

Draft with Einsteinを使用した自動グラウンディングは、Einsteinが自動的に電子メールを
下書きするが、レコード結合フィールドなどのレコード固有のデータを使用してコンテン

ツを具体的にグラウンディングしないという異なる機能です。

参照：

Salesforce Einsteinセールスメールのドキュメント:
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_einstein_sales_emails.htm

質問: 53
Prompt Builderの主な目的は何ですか?
A. Visual Studio Codeで開発者が使用し、Apexプログラミングのプロンプトを作成して、
開発者がより効率的にコードを記述できるように支援するツールです。

B.企業が大規模言語モデル（LLM）用の再利用可能なプロンプトを作成し、ワークフローに
生成AI応答をもたらすツール
C. Salesforce内のツールで、ユーザーにリアルタイムの AIを活用した提案やガイダンス
を提供し、生産性と意思決定を向上させます。

正解: (正解を表示します)
Prompt Builderは、大規模言語モデル（LLM）向けの再利用可能なプロンプトの作成と設定を
支援するために設計されています。ワークフローにAI生成応答を統合することで、Prompt
BuilderはSalesforceデータと連携し、複雑なプロセスを自動化するAIプロンプトのカスタ
マイズを可能にします。このツールは、カスタマーサービスや営業など、様々なビジネスコ

ンテキストにおいて、AI生成コンテンツを適切に作成し、一貫性を保つために特に役立ちま
す。

* Apexプログラミング用のツールではありません (オプション Aの場合)。
*また、オプション Cで説明したように、リアルタイムの提案に限定されません。代わり
に、企業がワークフロー内で AI駆動型の応答を生成および使用する方法を柔軟に管理およ
びカスタマイズする方法を提供します。

参考文献:
* Salesforceプロンプトビルダーの概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.prompt_builder.htm

質問: 54
Universal Containersは、Einstein Copilot for Salesを使用して同様の機会を見つけ、取引
をより早く成立させています。

チームは、副操縦士が機会を一致させるために使用する基準を理解したいと考えていま

す。

Einstein Copilot for Salesが類似の商談を一致させるために使用する 1つの基準は何です
か?
A.マッチングされる商談は同じアカウントに限定されます。
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B.一致する商談は過去 12か月以内に作成されました。
C.一致した商談のステータスは、過去 12か月間で「受注成立」です。
正解: (正解を表示します)
Einstein Copilot for Salesが類似商談をマッチングする際、主要な基準の一つとして、過去
12ヶ月以内に商談が「Closed Won（成立）」ステータスになっているかどうかが挙げられま

す。これは、既存の商談成立に役立つ成功パターンを特定する上で重要な要素で

す。Einstein Copilotは、最近成立した商談に焦点を絞ることで、営業担当者に関連性の高い
インサイトと提案を提供し、類似商談の早期成立を支援します。

詳細については、商談マッチングと販売成功パターンに関連する Salesforce Einstein
Copilotのドキュメントを参照してください。

質問: 55
Einstein Copilotのカスタムアクション指示を調整する際のベストプラクティスは何です
か?
A.アクションをトリガーすると予想されるユーザーメッセージの例を提供します。
B.複数のアクション指示にわたって一貫した導入フレーズと動詞を使用します。
C.アクションを要求するペルソナを指定します。
正解: (正解を表示します)
Einstein Copilotのカスタムアクション指示を改良する際には、アクションをトリガーする
と想定されるユーザーメッセージの例を提供することがベストプラクティスとされていま

す。これにより、カスタムアクションがさまざまなユーザー入力を理解し、メッセージの背

後にある意図に効果的に対応できるようになります。

*オプション B (一貫したフレーズ)は明瞭さを向上させますが、トリガーロジックを直接
改良するものではありません。

*オプション C (ペルソナの指定)は、ユーザーがカスタムアクションとどのように対話す
るかを示す例を示すことほど重要ではありません。

詳細については、カスタムアクションの構築と調整に関する Salesforceの Einstein Copilot
ドキュメントを参照してください。

質問: 56
Universal Containers (UC)は Flexプロンプトテンプレートを構築しています。UCは、プ
ロンプトテンプレートでフローから返されるデータを使用する必要があります。

UCではどのフロー要素を使用する必要がありますか?
A.フロー命令を追加する
B.プロンプト指示を追加する
C. Flex命令を追加する
正解: (正解を表示します)

質問: 57
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Universal Containersは、大規模言語モデル (LLM)によって生成されたコンテンツに有害
な言語が含まれているかどうかを高い信頼性で検出できるようにしたいと考えています。

毒性が適切に管理されていることを確認するために、AIスペシャリストは信頼レイヤーで
どのようなアクションを実行する必要がありますか?
A.セットアップで毒性検出ログにアクセスし、isToxicityDetectedが trueであるすべての
エントリをエクスポートします。

B.応答からの毒性スコアが事前定義されたしきい値を超えるたびに、指定されたアドレス
に電子メールを送信するフローを作成します。

C.毒性検出器タイプのフィルターを使用して毒性応答とそれぞれのスコアを表示す
る、Data Cloud内で Trust Layer監査レポートを作成します。
正解: (正解を表示します)
大規模言語モデル（LLM）によって生成されたコンテンツが有害な言語について適切にスク
リーニングされていることを確認するために、AIスペシャリストはデータクラウド内で
Trust Layer監査レポートを作成する必要があります。有害性検出タイプのフィルターを使
用することで、レポートには有害なレスポンスとそれぞれの有害性スコアが表示されるた

め、Universal Containersは生成された有害なコンテンツを高い信頼性で監視・管理できま

す。

オプション Cは、信頼レイヤー内での有害な言語の検出を可視化し、有害性に対する応答
を監査できるため、正解です。

オプション Aでは毒性検出ログを確認することを提案していますが、Salesforceは監査レ
ポートを通じてより包括的なオプションを提供しています。

オプション Bでは、毒性検出モニタリングには不要なフローを作成します。
参照：

Salesforce信頼レイヤーのドキュメント: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.einstein_trust_layer_audit.htm

質問: 58
ユニバーサルコンテナーズ (UC)は、顧客サービス業務を強化するためにサービス AIグラ
ウンディングを実装しています。

UCは、AIが生成した回答が最も関連性の高いデータソースに基づいていることを保証した
いと考えています。チームは、グラウンディングのためにサポートされているすべてのオ

ブジェクトを含めるようにシステムを構成する必要があります。

UCが Service AI Groundingを構成するために選択する必要があるオブジェクトはどれで
すか?
A.ケース、知識、ケースノート
B.事例と知識
C.ケース、ケースメール、ナレッジ
正解: (正解を表示します)
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Universal Containers (UC)は、顧客サービス業務を強化するために Service AI Grounding
を実装しています。

AIによって生成された応答が最も関連性の高いデータソースに基づいていることを保証
することを目的としており、その根拠としてサポートされているすべてのオブジェクトが

含まれるようにシステムを構成する必要があります。

サービス AIグラウンディングでサポートされるオブジェクト:
*場合
*知識
*ケースオブジェクト:
* Groundingでの役割:ケースの詳細、ステータス、履歴など、顧客からの問い合わせに関す
るコンテキストデータを提供します。

*利点: AI応答をケースデータに組み込むことで、提供される情報が対処対象の特定の顧
客の問題に関連したものになることが保証されます。

*知識オブジェクト:
*グラウンディングにおける役割:一般的な問題に関連する解決策と情報を提供する記事と
ドキュメントが含まれています。

*利点:ナレッジ記事を利用すると、AIは検証された情報に基づいて正確で役立つ応答を提
供できるようになります。

*その他のオブジェクトの除外:
*ケースノートとケースメール:
*接地ではサポートされていません:内部参照には便利ですが、これらのオブジェクトは
サービス AI接地でサポートされるオブジェクトには含まれていません。
*理由: AIグラウンディングの目的には適さない機密データや非構造化データが含まれて
いる可能性があります。

オプションAとCが間違っている理由:
*オプション A (ケース、知識、ケースノート):
*ケースノートはサポートされていません:ケースノートは、サービス AIでのグラウン
ディングでサポートされているオブジェクトではありません。

*オプション C (ケース、ケースメール、ナレッジ):
*ケースメールはサポートされていません:ケースメールも、グラウンディングでサポート
されるオブジェクトのリストには含まれていません。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント - Service AIグラウンディング構成: Service
Cloudでの AI応答のグラウンディングにサポートされているオブジェクトの詳細を説明
します。

* Salesforceヘルプ - Service AIグラウンディングの実装:ケースおよびナレッジオブジェ
クトを使用したグラウンディングの設定に関するガイダンスを提供します。

* Salesforce Trailhead - AIグラウンディングによるサービスの強化:サービスシナリオで
AIグラウンディングを使用するためのインタラクティブな学習パスを提供します。



質問: 59
経営陣は、顧客とのより生産的な会話を促進するために、大規模言語モデル（LLM）によって
作成された要約または説明を動的なフォームフィールドに入力する必要があります。ま

た、経営陣はAI戦略において人間を常に考慮に入れておくことも望んでいます。
AIスペシャリストはどのプロンプトテンプレートタイプを推奨すべきですか?
A.営業メール
B.フィールド生成
C.レコードの概要
正解: (正解を表示します)
正解は「フィールド生成」です。このテンプレートタイプは、大規模言語モデル（LLM）によっ

て生成されたコンテンツをフォームフィールドに動的に入力するように設計されているた

めです。このシナリオでは、経営陣は顧客とのやり取りを支援するために、AIによって生成
された要約や説明を含む動的なフォームフィールドを必要としています。さらに、人間に

よる操作を常に把握したいと考えているため、生成されたコンテンツは最終決定前に人間

によってレビューまたは編集される可能性が高いため、「フィールド生成」プロンプトテン

プレートと整合しています。

*フィールド生成：このプロンプトタイプでは、Salesforceの特定のフィールドに対してコ
ンテンツを生成できます。大規模な言語モデルを活用して、動的かつ文脈に沿った情報を作

成します。レコード内で必要な箇所に AIコンテンツが確実に提供される一方で、人間によ
る監視やレビューも可能となり、「人間参加型」戦略をサポートします。

*営業メール:このプロンプトタイプは主に、アウトリーチや応答用のメールコンテンツ
を生成するために使用されますが、フォームのフィールドへの入力とは直接関連しませ

ん。

*レコードの概要:このオプションは似ているように見えるかもしれませんが、通常は、AI
生成に基づいて特定のフィールドに動的なコンテンツを入力するのではなく、高レベルの

分析情報を得るためにレコード全体を要約するために使用されます。

Salesforce AIスペシャリストの参考資料:
*これらのプロンプトテンプレートと AI機能の詳細については、Salesforceのドキュメン
トおよび Prompt Builderの公式リソースを参照してください:
https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.prompt_builder_templates_overview.htm

質問: 60
経営陣は、顧客とのより生産的な会話を促進するために、大規模言語モデル（LLM）によって
作成された要約または説明を動的なフォームフィールドに入力する必要があります。ま

た、経営陣はAI戦略において人間を常に考慮に入れておくことも望んでいます。
AIスペシャリストはどのプロンプトテンプレートタイプを推奨すべきですか?
A.営業メール
B.フィールド生成
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C.レコードの概要
正解: B (コメントを発表する)

質問: 61
Prompt Builderの主な目的は何ですか?
A. Visual Studio Codeで開発者が使用し、Apexプログラミングのプロンプトを作成して、
開発者がより効率的にコードを記述できるように支援するツールです。

B.企業が大規模言語モデル（LLM）用の再利用可能なプロンプトを作成し、ワークフローに
生成AI応答をもたらすツール
C. Salesforce内のツールで、ユーザーにリアルタイムの AIを活用した提案やガイダンス
を提供し、生産性と意思決定を向上させます。

正解: (正解を表示します)
Prompt Builderは、大規模言語モデル（LLM）向けの再利用可能なプロンプトの作成と設定を
支援するために設計されています。ワークフローにAI生成応答を統合することで、Prompt
BuilderはSalesforceデータと連携し、複雑なプロセスを自動化するAIプロンプトのカスタ
マイズを可能にします。このツールは、カスタマーサービスや営業など、様々なビジネスコ

ンテキストにおいて、AI生成コンテンツを適切に作成し、一貫性を保つために特に役立ちま
す。

これは Apexプログラミング用のツールではありません (オプション Aのように)。
また、オプション Cで説明したように、リアルタイムの提案に限定されません。代わりに、
企業がワークフロー内で AI駆動型の応答を生成および使用する方法を柔軟に管理および
カスタマイズする方法を提供します。

参照：

Salesforceプロンプトビルダーの概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.prompt_builder.htm

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

質問: 62
プロンプトテンプレートのバージョンが不変と記載されている場合、それはどういう意味

ですか?
A.テンプレートの最新バージョンのみをアクティブ化できます。
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B.テンプレートのすべての変更は、新しいバージョンとして自動的に保存されます。
C.プロンプトテンプレートバージョンがアクティブ化されました。このバージョンには
これ以上の変更を保存できません。

正解: C (コメントを発表する)
プロンプトテンプレートのバージョンが不変の場合、そのバージョンは一度アクティブ化

されると編集や変更ができなくなります。これにより、変更によってワークフローが中断

される可能性のある本番環境でも一貫性が確保されます。

*オプション Aは不正解です。ユースケースに応じて、最新バージョンだけでなく任意の
バージョンをアクティブ化できます。

*オプション Dは不正解です。変更には手動で新しいバージョンを作成する必要があり、自
動バージョン管理は強制されません。

*オプション Cが正解です:アクティベーションによりバージョンがロックされ、不変性が
強化されます。

参考文献:
* Salesforceヘルプ:プロンプトテンプレートのバージョン管理
*「アクティブ化されたプロンプトテンプレートのバージョンは変更不可能であり、編集で

きません。」と記載されています。

質問: 63
Universal Containersは最近、Einstein Copilotを使用して会話型 AIを CRMビジネスオペ
レーションに統合するパイロットプログラムを開始しました。

AIスペシャリストは、Copilotの使いやすさとアクションの割り当てをどのように監視す
る必要がありますか?
A.プラットフォームデバッグログに関するレポートを実行します。
B.メタデータ APIを使用して Copilotログデータを照会します。
C. Einstein Copilot Analyticsを実行します。
正解: C (コメントを発表する)
Einstein Copilotの使いやすさとアクションの割り当てを監視するには、AIスペシャリスト
は Einstein Copilot Analyticsを実行する必要があります。この機能は、Copilotの使用頻度、
処理されているアクションの種類、そしてシステムに対するユーザーの全体的なエンゲー

ジメントに関するインサイトを提供します。これは、Copilotのパフォーマンスと使用パ
ターンを追跡する最も効果的な方法です。

*プラットフォームデバッグログは、ユーザーの動作の追跡や Copilotアクションの割り
当てには関係ありません。

*メタデータ APIを介して Copilotログデータをクエリしても、必要な分析情報が構造化
された形で提供されません。

AI駆動型インタラクションの追跡の詳細については、Salesforceの Copilot Analyticsド
キュメントを参照してください。
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質問: 64
Einstein Trust Layerは、有用かつ意味のある応答を生成しながら機密データが保護される
ことをどのように保証するのでしょうか?
A.マスクされたデータは応答の過程でマスク解除されます。
B.マスクされたデータはリクエストの過程でマスク解除されます。
C.関連性のしきい値を満たさない応答は自動的に拒否されます。
正解: (正解を表示します)
Einstein Trust Layerは、機密データを Large Language Model (LLM)に送信する前にマス
クし、応答の過程でマスクを解除することで、機密データが保護されると同時に、有用で意

味のある応答を生成します。

仕組み:
*リクエストジャーニーにおけるデータマスキング:
*機密データの識別:プロンプトを LLMに送信する前に、Einstein Trust Layerは入力内容
をスキャンして、個人を特定できる情報 (PII)、機密ビジネス情報、その他の機密データな
ど、機密データが含まれているかどうかを確認します。

*機密データのマスキング：識別された機密データはプレースホルダーまたはマスクに置き
換えられます。これにより、LLMは生の機密情報を受け取らず、潜在的な漏洩から保護され
ます。

* LLMによる処理:
*マスクされた入力:LLMはマスクされたプロンプトを処理し、マスクされたデータに基づ
いて応答を生成します。

*機密データの露出なし: LLMは実際の機密データを受信することはないため、そのデータ
が誤って出力に含まれるリスクはありません。

*対応過程におけるマスク解除：
*機密データの再挿入: LLMが応答を生成した後、Einstein Trust Layerは応答内のプレー
スホルダーを元の機密データに置き換えます。

*意味のある回答の提供:このマスキング解除プロセスにより、最終的な回答が意味があり
完全なものとなり、必要な機密情報が適切な場所に含まれるようになります。

*データセキュリティの維持:機密データが LLMまたは意図しない受信者に公開されるこ
とはなく、データのセキュリティとコンプライアンスが維持されます。

オプションAが正しい理由:
*応答中のデマスキング: LLMが応答を生成した後にデマスキングプロセスが実行され、
機密データが最終段階でのみ安全かつ適切に出力に再導入されることが保証されます。

*セキュリティとユーティリティのバランス:このアプローチにより、システムはデータの
セキュリティを損なうことなく、必要な機密情報を含む有用で意味のある応答を生成でき

ます。

オプションBとCが間違っている理由:
*オプション B (マスクされたデータはリクエストの過程でマスク解除されます):
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*不適切なプロセス:リクエストの過程でマスクを解除すると、機密データが LLMに到達
する前に公開され、マスクの目的が達成されず、データのセキュリティが損なわれます。

*オプション C (関連性のしきい値を満たさない応答は自動的に拒否されます):
*データ保護とは無関係：Einstein Trust Layerは、不適切または無関係な応答を除外するた
めに関連性のしきい値を適用しますが、このメカニズムは機密データの保護とは直接関係

しません。これは、データセキュリティではなく、応答の品質に焦点を当てたものです。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント - Einstein Trust Layerの概要:
*信頼レイヤーがプロンプト内の機密データをマスクし、LLM処理後にそれを再挿入して
データのプライバシーを保護する方法について説明します。

* Salesforceヘルプ -データマスキングとデマスキングのプロセス:
* LLMに送信する前の機密データのマスキングと、応答中のマスキング解除プロセスにつ
いて詳しく説明します。

* Salesforce AIスペシャリスト試験ガイド - AIにおけるセキュリティとコンプライアン
ス:
* AI実装における Einstein Trust Layerなどのデータ保護メカニズムの重要性について説
明します。

結論：

Einstein Trust Layerは、LLMへのプロンプト送信前に機密データをマスキングし、レスポン
ス処理中にデマスキングすることで、機密データの保護を確実にします。このプロセスに

より、SalesforceはAI処理中に機密データを公開することなく、必要な機密情報を含む有用
で意味のあるレスポンスを生成することができ、データのセキュリティとコンプライアン

スを維持できます。

質問: 65
Universal Containers (UC)は Flexプロンプトテンプレートを構築しています。UCは、プ
ロンプトテンプレートでフローから返されるデータを使用する必要があります。

UCではどのフロー要素を使用する必要がありますか?
A. Flex命令を追加する
B.プロンプト指示を追加する
C.フロー命令を追加する
正解: (正解を表示します)
*質問の文脈
* Universal Containers (UC)は、フローによって返されるデータを使用する Flexプロンプ
トテンプレートを構築したいと考えています。

*「Flex Promptテンプレート」を使用すると、管理者と AIスペシャリストは、外部データま

たは動的データを生成 AIプロンプトに組み込むことができます。
*「フロー指示の追加」が必要な理由
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*フローデータをプロンプトテンプレートに渡す：プロンプトを設定する際に、実行中のフ
ローからFlexテンプレートにデータを渡す方法を指定する必要があります。そのために指
定される要素は通常「フロー指示」で、フローの出力をプロンプトにマッピングします。

*その他のオプション:
* Flex命令の追加:通常、フローデータをテンプレートに取り込む方法ではなく、AIがどの
ように応答するか、または出力を構成するかを制御します。

*プロンプト指示の追加:通常は、フローからの動的データを参照するのではなく、AIの応
答を形成する静的または手動の指示です。

*結果
*「フロー指示の追加」により、プロンプトがフローから返されるデータを動的に使用でき

るようになり、オプション Cが正しいことが保証されます。
Salesforce AIスペシャリストの参考資料とドキュメント
* Salesforceヘルプ &トレーニング:フローでのプロンプトテンプレートの使用では、特殊
なステップ (「フローの指示」など)を介してフロー変数をプロンプトテンプレートに渡す方

法について説明します。

* Salesforce AIスペシャリスト学習ガイドでは、リアルタイムのフローデータを参照する
生成 AIプロンプトを構成する方法について説明します。

質問: 66
ユニバーサルコンテナーズは、AIを活用して営業チームの生産性を向上させる計画です。
どのような特定の要件で Prompt Builderの使用が必要になりますか?
A.今後の展示会のニュースレターの草稿を作成する
B.過去の購入データから推定顧客生涯価値（CLV）を作成する
C.顧客が会社との関係を断つ可能性を予測する
正解: A (コメントを発表する)

質問: 67
営業部門へのAgentforce States Agentの導入が成功した後、Universal Containersはサービ
ス部門への展開を目指しています。

AIスペシャリストがこの展開において留意すべき重要な点は何ですか?
A. Service Cloudユーザーに Agentforce for Service権限を割り当てます。
B.標準サービスアクションを Agentforceサービスエージェントに割り当てます。
C. Service Centerユースケースの標準およびカスタムエージェントのトピックとアク
ションを確認してテストします。

正解: (正解を表示します)
Einstein Agent (旧称 Agentforce)を Salesから Service Cloudにデプロイする場合:
*エージェントのトピックとアクションはコンテキストによって異なります。Service
Cloudのユースケース（ケース解決、ナレッジ検索など）では、既存のトピック/アクション
を検証し、サービスワークフローとの整合性を確保する必要があります。
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*オプション A:「Agentforce for Service」などの権限は必要ですが、機能の互換性のために

必要です。

*オプション B:標準のサービスアクションは Agentforceにマッピングする必要がありま
すが、テストによって意図したとおりに機能することが確認されます。

参考文献:
* Salesforceヘルプ: Einsteinエージェントの設定
*「さまざまなユーザーグループ (営業とサービス)のトピックとアクション」の確認に重点

を置いています。

質問: 68
AIスペシャリストは、フィールド生成プロンプトテンプレートタイプの使用を検討して
います。

フィールド生成プロンプトを作成する前に、フィールドを生成 AI用に有効化できるかどう
かを確認するために AIスペシャリストは何を確認する必要がありますか?
A.選択したフィールドは、255文字以上のリッチテキストフィールドである必要があり
ます。

B.組織がAPIバージョン59以上に設定されていること
C.フィールドが配置される Lightningページレイアウトが動的フォームにアップグレード
されていること

正解: (正解を表示します)
フィールド生成プロンプトテンプレートを作成する前に、AIスペシャリストは
SalesforceorgがAPIバージョン59以上に設定されていることを確認する必要があります。
このバージョンのAPIでは、生成AI出力用のフィールドの有効化など、高度な生成AI機能が
サポートされています。これは、フィールド生成プロンプトテンプレートが正しく機能す

るための重要な技術要件です。

*オプション A (リッチテキストフィールドの要件)は、生成 AI機能には必要ありません。
*オプション C (動的フォーム)は、フィールドを生成 AI対応にする機能には影響しません
が、ユーザーインターフェイスが強化される可能性があります。

詳細については、APIバージョン管理とフィールド生成テンプレートに関する Salesforce
ドキュメントを参照してください。

質問: 69
Universal Containersは、販売提案を作成し、複数の無関係なオブジェクト (標準およびカ
スタム)のデータをプロンプトテンプレートで直接使用したいと考えています。
AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A.標準オブジェクトとカスタムオブジェクトを入力として含むリソースを追加する Flex
テンプレートを作成します。

B.一時的にレコードを接続する特別なカスタムオブジェクトを渡してプロンプトテンプ
レートを作成します。
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C.プロンプトテンプレートによってトリガーされるフローを作成し、標準オブジェクトと
カスタムオブジェクトのデータにアクセスします。

正解: (正解を表示します)
ユニバーサルコンテナーズは、プロンプトテンプレート内の複数の無関係な標準オブジェ

クトとカスタムオブジェクトのデータを使用して、営業提案書を作成する必要がありま

す。これを実現する最も効果的な方法は、Flexテンプレートを使用することです。
SalesforceのFlexテンプレートを使用すると、AIスペシャリストは、様々な標準オブジェク
トやカスタムオブジェクトを含む複数のソースからの入力を受け入れるプロンプトテンプ

レートを作成できます。この柔軟性により、中間のカスタムオブジェクトや複雑なフロー

を作成することなく、関連のないオブジェクトのデータを直接利用できるようになりま

す。

参考文献:
* Salesforce AIスペシャリストドキュメント - Flexテンプレート: Flexテンプレートを使
用して複数のソースからのデータを取り込み、プロンプトテンプレートの複雑なデータ要

件に柔軟なソリューションを提供する方法について説明します。

質問: 70
AIスペシャリストが、多くのレコードで機能するフィールド生成プロンプトテンプレート
を作成しましたが、ユーザーからトークン制限エラーによるランダムな失敗が報告されて

います。

このエラーがランダムに発生する原因は何でしょうか?
A.プロンプトテンプレートの動的な性質によって生成されるトークンの数は、レコードに
よって異なります。

B.プロンプトグラウンディングによって生成されるトークンの可変量に対応するには、テ
ンプレートタイプを Flexに切り替える必要があります。
C. LLMで処理できるトークンの数は、ユーザー全体の需要によって異なります。
正解: (正解を表示します)
トークン制限エラーの原因は、フィールド生成で使用されるプロンプトテンプレートの動

的な性質にあります。SalesforceのAI生成モデルでは、各プロンプトとその出力にトークン
制限が適用され、これは大規模言語モデル（LLM）の入力と出力の両方に当てはまります。プ
ロンプトテンプレートは各レコードの特定のデータに基づいて動的に調整されるため、

トークン数はレコードごとに異なります。一部のレコードは、データ属性に基づいてより

長い出力を生成する場合があり、トークン数がLLMの許容制限を超え、トークン制限エラー
が発生します。

この動作は、ユーザーがランダムにエラーを経験する理由を説明しています。これは、それ

ぞれのケースで使用される特定のデータに依存します。特定のレコードでは、入力と出力

の組み合わせがトークン制限内に収まる場合がありますが、他のレコードではトークン制

限を超える場合があります。この変動は、動的テンプレートが大規模な言語モデルと相互

作用する方法に固有のものです。
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Salesforceはドキュメントで、プロンプトテンプレートの設計ではトークン制限を考慮す
る必要があるとガイダンスを提供しており、このようなランダムエラーを回避するため

に、さまざまなレコードでテストすることを推奨しています。解決策としてFlexテンプレー
トタイプへの切り替えについては言及されておらず、トークン制限がユーザーの需要に応

じて変動することも示唆されていません。トークン制限はモデル自体によって定義される

定数であり、外部ユーザー負荷とは無関係です。

参照：

Salesforce開発者向けドキュメント: Generative AIモデルのトークン制限について
Salesforce AIプロンプト設計のベストプラクティス (Trailheadまたは Salesforceブログ
リソース)

質問: 71
AIスペシャリストは、営業チーム向けに営業メールプロンプトテンプレートの使用を有効
にする必要があります。AIスペシャリストは既にプロンプトビルダーでテンプレートを作
成しています。

ベストプラクティスによれば、営業チームがこれらのテンプレートを使用できるようにす

るには、AIスペシャリストはどのような手順を踏む必要がありますか?
A.プロンプトテンプレートユーザー権限セットを割り当て、セットアップで営業メール
を有効にします。

B.プロンプトテンプレートマネージャー権限セットを割り当て、セットアップで営業
メールを有効にします。

C. Data Cloud管理者権限セットを割り当て、セットアップで営業メールを有効にします。
正解: (正解を表示します)
営業メールプロンプトテンプレートを有効にするには:
*権限セット:営業チームにプロンプトテンプレートユーザー権限セットを割り当てて、
事前に構築されたテンプレートを使用するためのアクセス権を付与します。

*機能の有効化: Salesforceセットアップで営業メールを有効にして、プロンプトテンプ
レートとメールワークフロー間の統合を有効化します。

*オプション B (管理者権限セット):テンプレートの作成/変更に必要ですが、使用には必要
ありません。

*オプション C (データクラウド管理者):プロンプトテンプレートアクセスとは無関係で
す。

参考文献:
* Salesforceヘルプ:プロンプトテンプレートの権限
*ワークフローでテンプレートを活用するには、「プロンプトテンプレートユーザー」が必

要であることを指定します。

*「Sales Email Setup」では、セットアップで機能を有効にする方法について説明します。

質問: 72
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Universal Containersの現在の AIデータマスキングルールは、組織のプライバシーとセ
キュリティのポリシーおよび要件に準拠していません。

問題を解決するために AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A.サンドボックスの更新のデータマスキングを有効にします。
B. Einstein Trust Layerセットアップでデータマスキングを構成します。
C. LLMセットアップに新しいデータマスキングルールを追加します。
正解: (正解を表示します)
Universal ContainersのAIデータマスキングルールが組織のプライバシーおよびセキュリ
ティ基準を満たしていない場合、AIスペシャリストはEinstein Trust Layer内でデータマス
キングルールを設定する必要があります。Einstein Trust Layerは、プライバシーポリシーと
規制を遵守するために機密データをマスキングまたは匿名化できる、安全でコンプライア

ンスに準拠した環境を提供します。

*サンドボックスの更新時にデータマスキングを有効にするオプション Aは、AIが本番環
境データと対話する方法とは別のサンドボックス環境に関連しています。

* LLMセットアップでマスキングルールを追加するオプション Cは、データマスキング
が LLM構成ではなく Einstein Trust Layerを通じて管理されるため、適切ではありません。
Einstein Trust Layerを使用すると、AIモデルに公開されるデータをより詳細に制御し、プ
ライバシー規制への準拠を確保できます。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:詳細について
は、https://help.salesforce.com/s/articleView?を参照してください。
id=sf.einstein_trust_layer_data_masking.htm

質問: 73
Universal Container (UC)は、Lightningレコードページのサマリー項目を更新するために
プロンプトテンプレートを効果的に活用しています。管理者は現在、Flowを使用して同様
の機能を UCの自動化プロセスに組み込みたいと考えています。
管理者は、フロー内からこのプロンプトテンプレートからの応答を取得し、UCの自動化
の一部として使用するにはどうすればよいですか?
A.呼び出し可能なApex
B.フローアクション
C.フローのためのアインシュタイン
正解: B (コメントを発表する)
*質問の文脈
* Universal Container (UC)は、プロンプトテンプレートを使用してレコードページの概
要フィールドを更新しました。

*現在、管理者は自動化の目的で、フロー内に同様の生成 AI機能を組み込むことを希望し
ています。

*フロー内でプロンプトテンプレートを呼び出す方法
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*フローアクション：Salesforceは、フローステップ内で生成 AIテンプレートまたはプロ
ンプトを呼び出すための標準的な方法を提供しています。フロービルダーから、プロンプ

トビルダーで作成したプロンプトテンプレートを参照する「アクション」を追加できます。

*その他のオプション:
*呼び出し可能な Apex:すぐに使用できるフローアクションがない場合にフォールバック
として使用できます。

ただし、Salesforceは AIプロンプト用のネイティブ Flow統合をリリースしているため、
カスタム Apexの必要性は低くなります。
* Einstein for Flow: Flow内の Salesforceの生成 AI機能の総称。
内部的には、通常、プロンプトを指す「フローアクション」を使用します。

*結論
*最も簡単なすぐに使用できるソリューションは、プロンプトテンプレートを参照する
Flowアクションを使用することです。
したがって、オプションBが正解です。
Salesforce AIスペシャリストの参考資料とドキュメント
* Salesforce Trailhead:フローでプロンプトテンプレートを使用するプロンプトテンプ
レートを呼び出すアクションをフロー内に追加する方法を示します。

* Salesforceドキュメント:Einstein GPT for Flowでは、生成 AI応答を呼び出して処理する
ための標準フローアクションについて説明します。

質問: 74
Universal Containersは、Prompt Builderで外部の大規模言語モデル (LLM)を使用したい
と考えています。

AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A. Apexを使用して外部 LLMに接続し、プロンプトを接地します。
B. Einstein StudioのBYO-LLM機能を使用する。
C.フローおよび外部サービスを使用して、外部 LLMからデータを取得します。
正解: (正解を表示します)
Einstein StudioのBring Your Own Large Language Model（BYO-LLM）機能により、組織は
Salesforceエコシステム内で外部の大規模言語モデル（LLM）を統合・利用できるようになり

ます。Universal Containersはこの機能を活用して、外部LLMと接続し、プロンプトをグラウ
ンディングすることで、カスタムAIモデルのユースケースとSalesforceデータとのシーム
レスな統合を実現します。

Einstein Studioには外部モデルを操作するための組み込み機能が用意されているため、オ
プション Bが正しい選択です。
オプション Aでは Apexの使用が推奨されていますが、BYO-LLM機能により、より合理化
されたソリューションが提供されます。

オプション Cはフローおよび外部サービスに重点を置いていますが、これはデータ統合に
関するものであり、LLMでの作業には適していません。
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参照：

Salesforce Einstein Studio BYO-LLMドキュメント:
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.einstein_studio_llm.htm

質問: 75
AIスペシャリストが Einstein Trust Layer内でデータマスキングを構成しました。
AIスペシャリストは、正しいフィールドがマスクされていることをどのように検証する必
要がありますか?
A.プロンプトビルダーのフローベースのリソースを使用して、フローデバッガーで
フィールドのマージ値をデバッグします。

B.設定メニューのセキュリティセクションから Einstein Generative AI監査データを要求
します。

C. Einsteinフィードバック設定ページで、Einstein Generative AI監査データの収集と保存
を有効にします。

正解: B (コメントを発表する)
Einstein Trust Layerで正しいフィールドがマスクされていることの検証を開始するに
は、AIスペシャリストが Salesforceセットアップメニューのセキュリティセクションか
ら Einstein Generative AI監査データを要求する必要があります。
この監査データにより、AIスペシャリストは、どのフィールドがマスクされているかなど、
データがどのように処理されているかを確認できるため、構成が期待どおりに機能してい

ることの透明性と検証が可能になります。

*オプション Bは、データマスキングの検証に使用できる監査データの取得を可能にする
ため、正解です。

*オプション A (フローデバッガー)とオプション C (Einsteinフィードバック)
は、Einstein Trust Layerのコンテキストでのフィールドマスキングの検証には関係しませ
ん。

参考文献:
* Salesforce Einstein Trust Layerドキュメント: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf。
アインシュタイン信頼レイヤー監査.htm

質問: 76
AIスペシャリストが、フローを参照アクションタイプとしてコパイロットカスタムアク
ションを作成しました。しかし、会話プレビューに期待通りの結果が返されないため、トラ

ブルシューティングが必要です。

AIスペシャリストは問題の根本原因を特定するために何をすべきでしょうか?
A. Copilot Builderの Dynamic Panel内で、動的デバッグをオンにして入力と出力を表示し
ます。

B.ダイナミックパネル内の Copilot Builderで、選択したアクションを確認し、入力セク
ションと出力セクションの値を確認します。
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C. Copilot Builderで、ユーザーが入力した発話を確認し、セッションイベントログでデ
バッグ情報を確認します。

正解: (正解を表示します)
フローを参照アクションタイプとしてCopilotカスタムアクションのトラブルシューティン
グを行う場合、Copilot Builderのダイナミックパネルで動的デバッグを有効にすることが、
根本原因を特定する最も効果的な方法です。動的デバッグを有効にすると、AIスペシャリス
トはフローの入力と出力の両方を示す詳細なログを確認できるため、アクションが失敗し

ている箇所や期待どおりの結果が得られていない箇所を特定するのに役立ちます。

*選択したアクションを確認し、入力セクションと出力セクションを観察するオプション
Bは、フロー構成の監視には役立ちますが、動的デバッグで利用できる詳細な診断情報は提
供されません。

*オプション Cは、ユーザーの発話を検証し、セッションイベントログを確認すること
で、役立つコンテキストを提供できますが、動的デバッグは、入力と出力の問題をリアルタ

イムで特定するための主なツールです。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス: Copilot Builderの動的デバッグの詳細につい
ては、以下を参照してください。

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.copilot_custom_action_debugging.htm

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

質問: 77
Universal Containersは、サポートエージェントが Agentforceを使用して、製品チュート
リアルや製品ガイドに関する質問をできるようにしたいと考えています。

この要件を満たすために AIスペシャリストは何をすべきでしょうか?
A.製品のチュートリアルとガイド用のプロンプトテンプレートを作成します。
B.チュートリアルの手順については、製品オブジェクトに「質問に回答」カスタムフィール

ドを追加します。

C.製品のチュートリアルとガイドをナレッジ記事として公開します。
正解: C (コメントを発表する)
*質問のコンテキストUniversal Containers (UC)は、サポートエージェントが製品チュー
トリアルや製品ガイドに関する質問をする際に Agentforceを使用することを推奨してい
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ます。Agentforceは通常、ナレッジソースを参照して、正確で状況に応じた回答を提供しま
す。

*なぜナレッジ記事が必要なのでしょうか?
*一元化されたリポジトリ: Salesforceで製品のチュートリアルやガイドをナレッジ記事と
して公開すると、Agentforceで情報をすぐに利用および検索できるようになります。
* AI統合: Agentforceを含む Salesforceの AIソリューションは、多くの場合、Salesforce
Knowledge記事から直接コンテンツを取得するように構成できるため、手動でデータを複
製することなく、ユーザーにオンデマンドの回答を提供できます。

*メンテナンスと更新: Salesforce Knowledgeにコンテンツを保存すると、コンテンツの更
新、バージョン管理、ユーザー権限が簡素化されます。

*他のオプションを選択しないのはなぜですか?
*オプションA（プロンプトテンプレートの作成）：プロンプトテンプレートを作成するだけ
では、Agentforceによる基盤となるコンテンツ（チュートリアル、ガイド）の保存方法やアク
セス方法は解決されません。プロンプトテンプレートはクエリ/応答を整形しますが、ナ
レッジベースは提供しません。

*オプションB（質問への回答カスタムフィールドの追加）：製品オブジェクトに単一の
フィールドを追加するだけでは、チュートリアルやガイドにあるような詳細な情報を提供

するには不十分です。また、ナレッジ記事が提供する強力な検索機能やユーザーフレンド

リーなインターフェースも備えていません。

*結論 Agentforceが製品に関する正確な情報を効果的に取得して配信できるようにするに
は、製品のチュートリアルとガイドをナレッジ記事として公開することが推奨されるアプ

ローチです。

Salesforce AIスペシャリストの参考資料とドキュメント
* Salesforceドキュメント:Salesforceナレッジの設定AI駆動型アシスタントやサポート
チームが簡単にアクセスできるように記事を公開する方法について説明します。

* Salesforce AIスペシャリスト学習ガイドでは、生成 AIと Agentforceに知識ソースを供
給するためのベストプラクティスについて説明します。

質問: 78
Salesforce組織で Prompt Builderを活用するための正しいプロセスは何ですか?
A.使用する適切なプロンプトテンプレートタイプを選択し、Salesforceの標準プロンプト
の 1つを選択し、プロンプトを関連付けるオブジェクトを決定し、検証するレコードを選
択し、プロンプトをアクションに関連付けます。

B.使用する適切なプロンプトテンプレートタイプを選択し、プロンプトワークスペース
内でプロンプトを開発し、CRMから派生したグラウンディングデータを動的に挿入する
ためのリソースを選択し、使用するモデルを選択して、生成された応答をテストおよび検

証します。



C.生成プロンプトのターゲットオブジェクトを有効にし、プロンプトワークスペース内
でプロンプトを開発し、レコードを選択して応答を微調整および確立し、信頼レイヤーを

有効にして、プロンプトをアクションに関連付けます。

正解: (正解を表示します)
Salesforce組織でプロンプトビルダーを使用する場合、正しいプロセスにはいくつかの重
要な手順が含まれます。

ユースケースに基づいて適切なプロンプトテンプレートタイプを選択します。

テンプレートが作成およびカスタマイズされるプロンプトワークスペース内でプロンプ

トを開発します。

CRMから得られたグラウンディングデータを選択してプロンプトに動的に挿入し、AIに
よって生成された応答が正確で関連性のあるデータに基づいていることを保証します。

Salesforceの組み込みモデルまたはカスタムモデルのいずれかを使用して、応答の生成に
使用するモデルを選択します。

生成された応答をテストおよび検証して、正確性と有効性を確認します。

オプション Bは、プロンプトビルダーを使用するための適切な手順に従っているため正解
です。

オプション Aとオプション Cでは、プロセス全体が正しくキャプチャされません。
参照：

Salesforceプロンプトビルダーのドキュメント: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.prompt_builder_overview.htm

質問: 79
Salesforce Einstein Copilotの機能によって最もよくサポートされるユースケースはどれで
すか?
A. Salesforce管理者ユーザーが CRMデータを使用してカスタム大規模言語モデル (LLM)
を作成およびトレーニングできるようにします。

B.データサイエンティストが組み込みの機械学習機能を使用して、過去の CRMデータで
予測 AIモデルをトレーニングできるようにします。
C.開発者や eコマース小売業者など、すべての Salesforceユーザーが AIと対話するため
の会話型インターフェースを統合します。

正解: (正解を表示します)
Salesforce Einstein Copilotは、開発者、営業担当者、小売業者など、さまざまなSalesforce
ユーザーが利用できる会話型AIインターフェースを提供するように設計されています。AI
搭載のアシスタントとしてシステムとの自然なやり取りを促進し、ユーザーがタスクを実

行したりデータにアクセスしたりできるようにします。これには、レポートの取得、レコー

ドの更新、パーソナライズされたレスポンスのリアルタイム生成などのタスクが含まれま

す。

*オプション Aは正解です。Einstein Copilotは幅広いユーザーに対応する会話型インター
フェースを提供します。
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*オプションバンドオプションケアは、Einstein Copilotの主な機能ではない AIモデルの開
発とトレーニングに重点を置いています。

参考文献:
* Salesforce Einstein Copilotの概要:https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=アインシュタイン副操縦士の概要.htm

質問: 80
サポートチームは大量のチャットインタラクションを処理しており、顧客からの問い合わ

せに対して迅速かつ適切な回答を提供するソリューションを必要としています。

一貫性と正確性を維持するために、応答は組織の知識ベースに基づいている必要がありま

す。

サポートチームは Einstein for Serviceのどの機能を使用する必要がありますか?
A.アインシュタインサービス応答
B.アインシュタインの返信の推奨事項
C.アインシュタインのナレッジレコメンデーション
正解: (正解を表示します)
サポートチームは、Einstein ReplyRecommendationsを活用し、組織のナレッジベースに基
づいた、顧客からの問い合わせに迅速かつ的確な回答を提供する必要があります。この機

能はAIを活用し、過去のやり取りとシステムに保存されたナレッジに基づいて、正確で一貫
性のある返信を推奨します。これにより、組織の標準に沿った回答が確実に提供されます。

* Einstein Service Replies (オプション A)は、返信の生成に重点を置いていますが、ナレッ
ジベースでの応答の根拠付けにはそれほど重点を置いていません。

* Einstein KnowledgeRecommendations(オプションC)は、エージェントにナレッジ記事を
提案します。これは、顧客に自動またはAI生成の応答を提供するよりも、エージェントが関
連する記事を見つけるのを支援することに重点が置かれています。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:Einstein Replyの推奨事項の詳細について
は、https://helpを参照してください。
salesforce.com/s/articleView?id=sf.einstein_reply_recommendations_overview.htm

質問: 81
管理者は、Universal Containers（UC）のCRMデータのセキュリティと信頼性を確保する責
任を負っています。UCには、強化されたデータ保護と最新のAI機能が必要です。また、UCで
は、プロンプトにマージするSalesforceレコードの関連情報も含める必要があります。
Einstein Trust Layerのどの機能が UCのニーズを最もよくサポートしますか?
A.データマスキング
B.安全なデータ取得を備えた動的グラウンディング
C.ゼロデータ保持ポリシー
正解: (正解を表示します)
SalesforceのEinstein Trust Layerの主要機能であるダイナミックグラウンディングとセ
キュアなデータ取得は、データ保護を強化し、AIが生成する出力の正確性と安全性を確保し
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ます。この機能により、関連するSalesforceデータをAIが生成するレスポンスに統合できる
ため、AIの出力はコンテキストを認識し、リアルタイムのCRMデータと整合性を保つこと
ができます。

ダイナミックグラウンディングとは、AIモデルがSalesforceレコード（顧客レコード、ケー
スデータ、カスタムオブジェクトデータなど）から関連情報を安全に動的に取得することを

意味します。これにより、AI処理中に機密データが保護され、AIモデルの出力がビジネス用
途において信頼性と信頼性を確保します。

その他のオプションは要件とあまり一致していません。

*データマスキングは、プライバシー保護のために機密データを隠すことを指
し、Salesforceレコードをプロンプトにマージすることとは関係ありません。
*ゼロデータ保持ポリシーにより、AIプロセスは処理後にユーザーデータを保存しないこ
とが保証されますが、Salesforceレコード情報をプロンプトにマージする必要性には対応
していません。

参考文献:
* Einstein Trust Layerに関する Salesforce開発者ドキュメント
* AIとデータプライバシーに関するSalesforceのセキュリティドキュメント

質問: 82
Salesforce組織で Prompt Builderを活用するための正しいプロセスは何ですか?
A.使用する適切なプロンプトテンプレートタイプを選択し、Salesforceの標準プロンプト
の 1つを選択し、プロンプトを関連付けるオブジェクトを決定し、検証するレコードを選
択し、プロンプトをアクションに関連付けます。

B.使用する適切なプロンプトテンプレートタイプを選択し、プロンプトワークスペース
内でプロンプトを開発し、CRMから派生したグラウンディングデータを動的に挿入する
ためのリソースを選択し、使用するモデルを選択して、生成された応答をテストおよび検

証します。

C.生成プロンプトのターゲットオブジェクトを有効にし、プロンプトワークスペース内
でプロンプトを開発し、レコードを選択して応答を微調整および確立し、信頼レイヤーを

有効にして、プロンプトをアクションに関連付けます。

正解: (正解を表示します)
Salesforce組織で Prompt Builderを使用する場合、正しいプロセスにはいくつかの重要な
手順が含まれます。

*ユースケースに基づいて適切なプロンプトテンプレートタイプを選択します。
*テンプレートが作成およびカスタマイズされるプロンプトワークスペース内でプロンプ
トを開発します。

* CRMから得られたグラウンディングデータを選択してプロンプトに動的に挿入し、AI
によって生成された応答が正確で関連性のあるデータに基づいていることを保証します。

* Salesforceの組み込みモデルまたはカスタムモデルのいずれかを使用して、応答を生成
するために使用するモデルを選択します。
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*生成された応答をテストおよび検証して、正確性と有効性を確認します。
*オプション Bは、Prompt Builderを使用するための適切な手順に従っているため、正しい
です。

*オプション Aとオプション Cでは、プロセス全体が正しくキャプチャされません。
参考文献:
* Salesforceプロンプトビルダーのドキュメン
ト:https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf。
プロンプトビルダーの概要.htm

質問: 83
AIスペシャリストは、カスタム副操縦士アクションをアクティブ化する前に、実際のユー
ザーの複数の発話を理解して、アクションが適切に選択されていることを確認したいと考

えています。

AIスペシャリストはどのツールを推奨すべきでしょうか?
A.モデルプレイグラウンド
B.アインシュタイン副操縦士
C.コパイロットビルダー
正解: (正解を表示します)
実際のユーザー発話を複数理解し、カスタムコパイロットアクションを実行する前に正し

いアクションが選択されていることを確認するには、Copilot Builderというツールの使用
をお勧めします。このツールを使用することで、AIスペシャリストはユーザー入力に応じ
た会話アクションを設計・テストすることができ、コパイロットがさまざまなユーザークエ

リやフレーズを正確に処理できることを確認できます。Copilot Builderは、実際の発話に基
づいてアクションをテスト、改良、改善する機能を提供します。

*オプション Cは正解です。Copilot Builderは会話アクションの構成とテスト用に設計さ
れています。

*オプション A (モデルプレイグラウンド)は、ユーザーの発話ではなく、モデルのテスト
に使用されます。

*オプション B (Einstein Copilot)は会話型インターフェースを指しますが、アクションの
設計とテストには適したツールではありません。

参考文献:
* Salesforce Copilot Builderの概要:https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.
アインシュタイン副操縦士ビルダー.htm

質問: 84
AIスペシャリストが設定でEinstein Generative AIを有効にしました。AIスペシャリストは
プロンプトビルダーでカスタムプロンプトテンプレートを作成したいと考えていますが、

設定メニューからプロンプトビルダーにアクセスできません。

問題の原因は何ですか?
A.プロンプトテンプレートユーザー権限セットが正しく割り当てられませんでした。
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B.プロンプトテンプレートマネージャーの権限セットが正しく割り当てられませんでし
た。

C. Data Cloudで大規模言語モデル (LLM)が正しく構成されていません。
正解: B (コメントを発表する)
プロンプトビルダーでカスタムプロンプトテンプレートにアクセスして作成するには、AI
スペシャリストに「プロンプトテンプレートマネージャ」権限セットが割り当てられている

必要があります。この権限がない場合、Einstein Generative AIが有効になっている場合で
も、設定メニューでプロンプトビルダーにアクセスできません。

プロンプトビルダーを使用するにはプロンプトテンプレートマネージャー権限セットが

必要なので、オプション Bが正解です。
オプション A (プロンプトテンプレートユーザー権限セット)は正しくありません。この
権限では、ユーザーはプロンプトを使用できますが、作成または管理することはできませ

ん。

オプション C (データクラウドでの LLM構成)は、プロンプトビルダーにアクセスする機
能とは無関係です。

参照：

Salesforceプロンプトビルダーの権限: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.prompt_builder_permissions.htm

質問: 85
あるホテルリゾートの営業チームは、ゲストの興味に関するゲストサマリーを作成し、各

ゲストプロフィールに記録されたアクティビティの好みに基づいておすすめを提供したい

と考えています。サマリーは連絡先レコードページでのみ閲覧できるようにしたいと考え

ています。

チームはどの AI機能を使用すべきでしょうか?
A.アインシュタインの副操縦士
B.プロンプトビルダー
C.モデルビルダー
正解: B (コメントを発表する)
あるホテルリゾートの営業チームは、ゲストの興味に関する概要を作成し、各ゲストプロ

フィールに記録されたアクティビティの好みに基づいておすすめを提供したいと考えてい

ます。概要は連絡先レコードページでのみ利用できるようにする必要があります。

解決：

プロンプトビルダーを使用して、必要な概要を生成し、それを連絡先レコードページに表

示するプロンプトテンプレートを作成します。

プロンプトビルダー:
目的: AIを活用して Salesforceデータに基づいてコンテンツを生成するカスタムプロン
プトテンプレートを作成できるようにします。

機能性:
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フィールド生成テンプレート: AIによって生成されたサマリーをレコードのフィールドに
入力するために使用できます。

カスタマイズ: AIスペシャリストがゲストプロファイルのデータを活用してパーソナライ
ズされた概要と推奨事項を作成するプロンプトを設計できるようにします。

ユースケースとの関連性:
営業チームは、特定のレコードページでコンテンツを生成して表示する Prompt Builderの
機能に合わせて、概要を連絡先レコードページで利用できるようにしたいと考えていま

す。

実装手順:
フィールド生成プロンプトテンプレートを作成します。

プロンプトビルダーを使用して、フィールド生成タイプの新しいプロンプトテンプレート

を作成します。

ゲストの興味やアクティビティの好みに基づいて概要を生成するように AIに指示するプ
ロンプトを設計します。

関連データを含める:
マージフィールドを使用して、ゲストプロファイルのデータをプロンプトに含めます。

正確な推奨事項を生成するために、プロンプトが必要なフィールドにアクセスできること

を確認します。

連絡先ページのレイアウトを設定します。

AIによって生成された概要を表示するフィールドを連絡先レコードページレイアウトに
追加します。

フィールドが適切な場所にのみ表示されるようにし、連絡先レコードページでのみ利用可

能という要件を遵守します。

Einstein Copilotや Model Builderを使わない理由:
オプションA（アインシュタイン副操縦士）:
目的: Einstein Copilotは、自然言語を通じてユーザーと対話するように設計された会話型
AIアシスタントです。
要件との不一致:
チームは、対話型の会話エクスペリエンスではなく、連絡先レコードページに静的な概要

が表示されることを望んでいます。

オプション C (モデルビルダー):
目的:モデルビルダーは、予測と分類のためのカスタム AIモデルを作成するために使用さ
れます。

適用不可:
既存のデータに基づいてテキスト要約を生成するには、カスタムモデルを構築する必要は

ありません。

モデルビルダーは、レコードページで概要を生成して表示する機能を直接提供しません。

参照：

Salesforce AIスペシャリストドキュメント -プロンプトビルダーの概要:
Prompt Builderとその機能について紹介します。



Salesforceヘルプ -フィールド生成プロンプトテンプレートの作成:
レコードのフィールドのコンテンツを生成するプロンプトテンプレートを作成するため

のガイド。

Salesforce Trailhead -プロンプトビルダーを使用して AIコンテンツをカスタマイズする:
プロンプトテンプレートの構築とカスタマイズに関する実践的な経験を提供します。

結論：

Prompt Builderを活用することで、営業チームはカスタマイズされたプロンプトテンプ
レートを作成し、ゲストのアクティビティの好みに基づいてパーソナライズされた概要と

推奨事項を作成できます。このソリューションは、概要を連絡先レコードページにのみ表

示するという要件を満たし、チームがゲストと効果的に交流する能力を高めます。

質問: 86
Universal Containersの現在の AIデータマスキングルールは、組織のプライバシーとセ
キュリティのポリシーおよび要件に準拠していません。

問題を解決するために AIスペシャリストは何を推奨すべきでしょうか?
A.サンドボックスの更新のデータマスキングを有効にします。
B. Einstein Trust Layerセットアップでデータマスキングを構成します。
C. LLMセットアップに新しいデータマスキングルールを追加します。
正解: B (コメントを発表する)
Universal ContainersのAIデータマスキングルールが組織のプライバシーおよびセキュリ
ティ基準を満たしていない場合、AIスペシャリストはEinstein Trust Layer内でデータマス
キングルールを設定する必要があります。Einstein Trust Layerは、プライバシーポリシーと
規制を遵守するために機密データをマスキングまたは匿名化できる、安全でコンプライア

ンスに準拠した環境を提供します。

サンドボックスの更新時にデータマスキングを有効にするオプション Aは、AIが本番環
境データと対話する方法とは別のサンドボックス環境に関連しています。

オプション C (LLMセットアップでマスキングルールを追加する)は、データマスキング
が LLM構成ではなく Einstein Trust Layerを通じて管理されるため、適切ではありません。
Einstein Trust Layerを使用すると、AIモデルに公開されるデータをより詳細に制御し、プ
ライバシー規制への準拠を確保できます。

Salesforce AIスペシャリストリファレンス:
詳細については、https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf.einstein_trust_layer_data_masking.htmを参照してください。

質問: 87
Universal Containersはユーザー向けに Einstein Copilotを実装しました。
あるユーザーは、Einstein Copilotが過去 7日間のアクティビティを削除していないと不満
を述べています。

この問題の原因は何ですか?
A. Einstein Copilotレコード削除アクション権限がユーザーに関連付けられていません。
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B. Einstein Copilotには、ユーザーのレコードを削除する権限がありません。
C. Einstein Copilotはレコードの削除アクションをサポートしていません。
正解: C (コメントを発表する)
Einstein Copilotは現在、レコードの作成や更新といった様々なアクションをサポートして
いますが、「レコードの削除」アクションはサポートしていません。そのため、過去7日間の

アクティビティを削除するというユーザーのリクエストは、Einstein Copilotでは対応でき
ません。

サポートされていないアクション：レコードを削除できないのは、Einstein Copilotでサ
ポートされているアクションの現在の制限によるものです。Einstein Copilotはデータの取
得、作成、更新などのタスクを支援するように設計されていますが、セキュリティとデータ

の整合性上の理由から、レコードの削除はサポートされていません。

ユーザー権限:ユーザーが Salesforce内でレコードを削除するために必要な権限を持って
いる場合でも、Einstein Copilot自体には削除操作を実行する機能がありません。
参照：

Salesforce AIスペシャリストドキュメント - Einstein Copilotでサポートされているアク
ション:
削除操作がない点に注意しながら、Einstein Copilotが実行できるアクションを一覧表示し
ます。

Salesforceヘルプ - Einstein Copilotの制限:
レコードの削除などのサポートされていないアクションを含む、現在の制限事項を強調表

示します。

質問: 88
Salesforce Einstein Copilotの機能によって最もよくサポートされるユースケースはどれで
すか?
A.開発者や eコマース小売業者など、すべての Salesforceユーザー向けに AIと対話する
ための会話型インターフェースを統合します。

B. Salesforce管理者ユーザーが CRMデータを使用してカスタム大規模言語モデル (LLM)
を作成およびトレーニングできるようにします。

C.データサイエンティストが、組み込みの機械学習機能を使用して、過去の CRMデータ
から予測 AIモデルをトレーニングできるようにします。
正解: A (コメントを発表する)
Salesforce Einstein Copilotは、開発者、営業担当者、小売業者など、さまざまなSalesforce
ユーザーが利用できる会話型AIインターフェースを提供するように設計されています。AI
搭載のアシスタントとしてシステムとの自然なやり取りを促進し、ユーザーがタスクを実

行したりデータにアクセスしたりできるようにします。これには、レポートの取得、レコー

ドの更新、パーソナライズされたレスポンスのリアルタイム生成などのタスクが含まれま

す。
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オプション Aが正解です。Einstein Copilotは幅広いユーザーに対応する会話型インター
フェースを提供します。

オプション Bとオプション Cは、Einstein Copilotの主な機能ではない AIモデルの開発と
トレーニングに重点を置いています。

参照：

Salesforce Einstein Copilotの概要: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=einstein_copilot_overview.htm

質問: 89
Universal Containers（UC）は、顧客インサイトとインタラクションの向上を目指
し、Einstein Generative AIを導入しています。UCは、レポート作成のために監査データと
フィードバックデータにアクセスできるようにする必要があります。

この要件に関する考慮事項は何ですか?
A.このデータを保存するには、Data Cloudをプロビジョニングする必要があります。
B.このデータを保存するには、データを構成するカスタムオブジェクトが必要です。
C.このデータを保存するには、Salesforceビッグオブジェクトが必要です。
正解: (正解を表示します)
Einstein Generative AIを導入して顧客インサイトとインタラクションを向上させる場合、
大規模な監査データやフィードバックデータを保存・管理するためのData Cloudは重要な

検討事項です。Salesforce Data Cloud（旧称Customer 360 Audiences）は、様々なソースか
らの膨大なデータセットを処理・統合するように設計されており、AIを活用したインサイト

やレポート作成に必要なデータの保存に最適です。Universal Containers（UC）のような組
織は、Data Cloudを導入することで顧客データへのリアルタイムアクセスを実現し、様々
なシステムにわたる統合レポート作成のための中央リポジトリとして活用できます。

Einstein Generative AIによって生成された監査データとフィードバックデータは、スケー
ラブルでアクセス可能な環境に保存する必要があります。Data Cloudはこの機能を提供
し、レポート、分析、およびさらなるモデルの改善のためにデータに簡単にアクセスできる

ようにします。

カスタムオブジェクトやSalesforce Big Objectは、AIを活用したインタラクションに必要な
規模や特定の種類のリアルタイム統合データ処理向けには設計されていません。Big
Objectはアーカイブデータに適していますが、Data Cloudはより堅牢な処理、セグメンテー
ション、分析機能を提供します。

参照：

Salesforce Data Cloudドキュメント: https://www.salesforce.com/products/data-
cloud/overview/ Salesforce Einstein AIの概要:
https://www.salesforce.com/products/einstein/overview/

質問: 90
AIスペシャリストが Einstein Trust Layer内でデータマスキングを構成しました。
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AIスペシャリストは、正しいフィールドがマスクされていることをどのように検証する必
要がありますか?
A.プロンプトビルダーのフローベースのリソースを使用して、フローデバッガーで
フィールドのマージ値をデバッグします。

B.設定メニューのセキュリティセクションから Einstein Generative AI監査データを要求
します。

C. Einsteinフィードバック設定ページで、Einstein Generative AI監査データの収集と保存
を有効にします。

正解: (正解を表示します)
Einstein Trust Layerで正しいフィールドがマスクされていることの検証を開始するに
は、AIスペシャリストが Salesforceセットアップメニューのセキュリティセクションか
ら Einstein Generative AI監査データを要求する必要があります。
この監査データにより、AIスペシャリストは、どのフィールドがマスクされているかなど、
データがどのように処理されているかを確認できるため、構成が期待どおりに機能してい

ることの透明性と検証が可能になります。

*オプション Bは、データマスキングの検証に使用できる監査データの取得を可能にする
ため、正解です。

*オプション A (フローデバッガー)とオプション C (Einsteinフィードバック)
は、Einstein Trust Layerのコンテキストでのフィールドマスキングの検証には関係しませ
ん。

参考文献:
* Salesforce Einstein Trust Layerドキュメント: https://help.salesforce.com/s/articleView?
id=sf。
アインシュタイン信頼レイヤー監査.htm

質問: 91
Einstein Copilotの「会話データを使用してイベントログを強化する」設定が有効になって

いる場合、AIスペシャリストは何ができますか?
A.各副操縦士アクションにつながったユーザークリックパスを表示します。
B.過去 7日間のセッションのユーザー入力や副操縦士の応答などのセッションデータを
表示します。

C.任意の期間にわたるすべての Copilot会話の詳細レポートを生成します。
正解: (正解を表示します)
Einstein Copilotで「会話データでイベントログを拡充する」設定を有効にすると、AIスペ

シャリストまたは管理者は、過去 7日間のインタラクションにおけるユーザー入力と
Copilotの応答の両方を含むセッションデータを表示できます。このデータは、Copilotの使
用状況のモニタリング、パフォーマンスの分析、過去の入力に基づいた将来のインタラク

ションの改善に不可欠です。
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この設定により、イベントログに詳細な会話データが加えられ、インタラクション履歴に

関する分析情報が向上し、AIスペシャリストが AIの動作とユーザーエンゲージメントを
追跡できるようになります。

オプション Aは、ユーザーのクリックパスを表示し、ナビゲーションに重点を置いていま
すが、会話データの拡充機能の一部ではありません。

オプション C (任意の期間にわたる詳細なレポートを生成する)は、この特定の機能が過去
7日間のデータに制限されているため、正しくありません。
Salesforce AIスペシャリストリファレンス:
さらに詳しい情報については、次のドキュメントを参照してください:
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.einstein_copilot_event_logging.htm

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」

有効的なSalesforce-AI-Specialist問題集はJPNTest.com提供され、Salesforce-AI-
Specialist試験に合格することに役に立ちます！JPNTest.comは今最新Salesforce-AI-
Specialist試験問題集を提供します。JPNTest.com Salesforce-AI-Specialist試験問題集
はもう更新されました。ここでSalesforce-AI-Specialist問題集のテストエンジンを手
に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/Salesforce-AI-
Specialist-mondaishu「157問、３０％ディスカウント、特別な割引コード:

JPNshiken」
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